
加盟団体指導者紹介
埼玉県合気道連盟

彩のなでしこ
合氣道明心会



一
九
八
二
年	

合
気
道
桶
川
愛
氣
会	

入
会
。

二
〇
一
五
年	

埼
玉
県
立
武
道
館	

合
気
道
教
室

開
設
。

二
〇
一
五
年	

合
気
道
愛
和
会
武
道
館
教
室	

代
表
。

二
〇
一
八
年	

六
段
位
。

二
〇
一
九
年	

埼
玉
県
合
気
道
連
盟
理
事
長	

就
任
。

●	
道
場
指
導
方
針

礼
を
大
事
に
、
基
本
を
大
切
に
楽
し
い
稽
古

「
お
願
い
し
ま
す
」
の
中
に
、
互
い
に
尊
重
し
争
う

こ
と
無
く
稽
古
す
る
気
持
ち
を
こ
め
ま
す
。

「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
中
に
、
相
手
を
認
め

稽
古
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
心
を
こ
め
ま
す
。

入
り
身
、
転
換
に
よ
る
体
捌
き
か
ら
産
ま
れ
る

基
本
技
を
、
互
い
の
習
熟
度
に
合
わ
せ
繰
り
返
し

稽
古
し
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

稽
古
は
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
密
に
な
ら
な
い

た
め
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
マ
ス
ク
着
用

直
接
肌
に
触
れ
な
い
た
め
に
手
袋
使
用
し
て
、
基
本

の
入
り
身
、
転
換
、
体
捌
き
を
中
心
に
、
繰
り
返
し

稽
古
と
な
り
ま
し
た
。
一
月
に
は
二
度
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
出
さ
れ
、
武
道
館
教
室
は
再
度
の
活
動
停
止

と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
〇
年
度
の
生
徒
三
二
名
は

さ
ぞ
や
不
安
な
気
持
ち
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
早
く

稽
古
が
し
た
い
。
先
生
や
み
ん
な
と
会
い
た
い
と
、

手
紙
や
メ
ー
ル
を
頂
き
、
今
は
生
徒
た
ち
と
の
再
会

を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

合
気
道
愛
和
会
武
道
館
教
室創

設
六
年

一
九
八
二
年	

Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
石
垣
道
場
入
門
、

石
垣
晴
夫
先
生
に
師
事
。

一
九
八
六
年	

勤
務
会
社
に
て
合
気
道
ク
ラ
ブ
を

発
足
。

二
〇
〇
一
年	

会
社
を
退
職
し
Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
石

垣
道
場
の
指
導
員
と
し
て
従
事
。

二
〇
〇
八
年	

合
気
道
浦
和
尾
又
道
場
設
立
。

二
〇
一
一
年	

東
京
都
八
王
子
市
合
気
道
連
盟

副
会
長
就
任
。

二
〇
一
七
年	

さ
い
た
ま
市
合
気
道
連
盟
理
事
長

の
職
責
を
果
た
す
。(

二
〇
一
九
年

ま
で)

二
〇
二
一
年	

本
部
鏡
開
き
式
に
て
七
段
位

に
列
せ
ら
れ
る
。
現
在
、浦
和
・

蕨
・
南
大
沢
の
三
か
所
で
道
場
長

を
務
め
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

	•	

無
理
な
く
安
心
（
怪
我
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
。）

	•	

分
か
り
や
す
く
面
白
い（
探
求
す
る
、工
夫
す
る
。）

	•	

社
会
体
育（
い
つ
か
ら
で
も
、幾
つ
に
な
っ
て
も
。）

●	
コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
緊
急
事
態
宣
言
時
は
活
動
休
止	

解
除

後
か
ら

①
マ
ス
ク
着
用

②
手
指
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

③
稽
古
中
換
気

④
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
て
道
場
内
消
毒

⑤
非
接
触
型
体
温
計
に
て
入
場
時
検
温

以
上
の
対
策
に
て
稽
古
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

合
気
道
浦
和
尾
又
道
場

創
設
一
三
年

一
九
九
五
年	

四
三
歳
の
時
、
合
気
道
大
宮
道
場

初
心
者
教
室
で
合
気
道
に
出
会
い

不
思
議
さ
に
魅
せ
ら
れ
、
合
気
道

を
始
め
る
。

二
〇
一
四
年	

合
気
道
大
宮
道
場
創
設
者
の
市
塚

勇
師
範
が
逝
去
後
、
会
長
に
就
任

し
当
時
の
副
道
場
長
で
も
あ
っ
た

現
合
気
道
桜
道
場
長
の
藤
田
潤
一

先
生
を
師
範
に
迎
え
て
集
団
指
導

体
制
を
始
め
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

楽
し
く
合
気
道
。
各
人
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
稽
古

を
積
み
重
ね
て
、
心
身
が
一
体
と
な
っ
て
動
け
る

こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

第
一
回
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
六
月
に
は
、
施
設

の
人
数
制
限
に
従
い
、入
り
身
転
換
等
の
単
独
動
作
、

受
け
身
、
膝
行
、
相
手
に
触
れ
な
い
稽
古
か
ら
再
開
。

そ
の
後
は
本
部
道
場
の
指
針
を
参
考
に
し
て
順
次

通
常
稽
古
へ
と
近
づ
け
て
い
き
ま
し
た
。
な
お
稽
古

時
は
検
温
、
マ
ス
ク
着
用
、
相
手
を
変
え
る
毎
の

消
毒
の
徹
底
、
居
残
り
稽
古
は
一
五
分
以
内
、
飛
沫

が
飛
ぶ
よ
う
な
激
し
い
稽
古
は
控
え
る
等
を
各
指
導

担
当
者
に
徹
底
し
て
い
ま
す
。
現
在
第
二
回
目
の

緊
急
事
態
宣
言
で
稽
古
休
止
中
。

合
気
道
大
宮
道
場

創
設
三
八
年

吉田　忠明（72）

尾又　富士雄（64）

枝久保　達夫（69）

合気道歴39年　六段位

合気道歴38年　七段位

合気道歴26年　五段位
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初
夏
の
風
が
清
々
し
い
季
節
を
迎
え
、

加
盟
道
場
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
対
策
と
し
て
、
三
度
に
渡
る
緊
急
事

態
宣
言
の
発
出
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
等
に
基
づ
く
協
力
要
請
な
ど
が
続
き
、

埼
玉
県
合
気
道
連
盟
活
動
は
も
と
よ
り
、

各
道
場
の
活
動
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
三
年
度
も
連
盟

で
は
、
社
会
状
況
を
適
宜
判
断
し
な
が
ら

活
動
を
し
て
参
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
を
目
指
し
、

引
き
続
き
加
盟
道
場
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
「
彩
の
合
気
」
で
は
、

し
ば
ら
く
の
間
実
施
が
出
来
て
い
な
い

行
事
報
告
の
代
わ
り
に
、
加
盟
道
場
指
導
者

の
ご
紹
介
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
、
各
道
場
の
指
導
者
名
や
お
顔
を

覚
え
て
い
た
だ
き
、
こ
の
冊
子
が
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
終
息
後
に
道
場

間
の
活
発
な
交
流
の
お
役
に
立
て
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

発
行
に
際
し
、
不
慣
れ
な
デ
ジ
タ
ル
画
像

デ
ー
タ
の
手
配
や
コ
メ
ン
ト
作
成
に
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
道
場

の
先
生
方
な
ら
び
に
関
係
者
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
　
吉
田 

忠
明



高
校
二
年
生
の
と
き
に
日
本
総
合
古
武
道
大
会
で

合
気
道
を
初
め
て
見
て
、
感
銘
を
受
け
る
。

一
九
五
八
年	

合
気
道
本
部
道
場
に
入
門
。

一
九
六
七
年	

本
部
道
場
よ
り
派
遣
さ
れ
、
米
軍

朝
霞
キ
ャ
ン
プ
で
約
三
年
、
合
気

道
の
指
導
を
担
当
。

一
九
七
〇
年	

和
光
道
場
の
発
足
時
よ
り
一
〇
年

ほ
ど
和
光
道
場
に
て
指
導
。

一
九
七
八
年	

合
気
道
桶
川
愛
氣
会
発
足
。

一
九
八
〇
年
頃
か
ら
桶
川
愛
氣
会

に
て
指
導
を
始
め
、
現
在
に
至
る
。

一
九
九
五
年	

七
段
を
允
可
さ
れ
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

合
気
道
の
基
本
は
崩
し
で
あ
り
、
崩
し
は
入
身
で

あ
り
、
入
身
は
受
入
れ
で
あ
り
和
の
心
で
あ
る
。

そ
し
て
、
相
手
と
ぶ
つ
か
ら
ず
、
我
を
出
さ
ず
、

我
が
身
を
修
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、

剣
の
動
き
を
徒
手
の
捌
き
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
重
視

し
、
稽
古
の
は
じ
め
に
は
剣
と
杖
の
稽
古
を
行
う

の
が
会
の
特
徴
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
二
〇
二
〇
年

は
三
月
か
ら
六
月
ま
で
稽
古
を
休
止
、
そ
の
後
は

時
間
短
縮
、
接
触
す
る
稽
古
を
制
限
な
ど
し
て
稽
古

を
行
っ
て
い
ま
す
。
退
会
し
た
り
、
休
会
し
た
り
、

稽
古
を
自
粛
し
て
い
る
会
員
も
い
ま
す
。
感
染

リ
ス
ク
に
対
し
て
無
理
を
せ
ず
、
多
く
の
会
員
が

参
加
で
き
る
稽
古
を
行
う
こ
と
が
、
今
は
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
、
成
人
部
で
二
五
人

く
ら
い
の
会
員
が
毎
回
稽
古
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

合
気
道
桶
川
愛
氣
会

創
設
四
三
年

一
九
八
二
年	

川
越
市
に
て
小
林
道
場
畑
山
憲
吾

師
範
の
ご
指
導
で
合
気
道
始
め
る
。

一
九
九
〇
年	

研
心
会
畑
山
憲
吾
師
範
の
も
と
で

稽
古
す
る
傍
ら
、
小
林
道
場
小
林

保
雄
師
範
、
弘
明
師
範
の
早
朝
稽
古

で
も
ご
指
導
い
た
だ
き
、
や
が
て

道
場
建
設
に
着
手
。

二
〇
一
五
年	

一
二
月
道
場
落
成
。

二
〇
一
六
年	
道
場
開
設
し
指
導
を
始
め
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

	•	

楽
し
く
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
気
配
り
す
る
。

道
場
生
の
個
人
差
、
特
質
、
性
別
な
ど
に
考
慮

し
て
怪
我
を
さ
せ
な
い
。

	•	

最
大
の
敵
は
自
分
自
身
、
己
に
負
け
な
い
強
い
心

を
つ
く
る
。

	•	

仲
良
く
稽
古
す
る
。
相
手
が
い
る
か
ら
自
分
を

磨
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
自
分
が
い
る
か
ら
相
手
も

磨
く
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
大
切
に
し
な
が
ら
出
会
っ
た

人
々
が
長
く
合
気
道
を
続
け
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
り
、

良
い
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
精
進
し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

感
染
防
止
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
年
四
月
、
五
月
の

稽
古
は
休
み
。
六
月
か
ら
稽
古
再
開　

道
場
の
畳
、

剣
杖
な
ど
の
消
毒
、
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、

窓
か
ら
の
換
気
で
稽
古
。
二
〇
二
一
年
一
月
は
緊
急

事
態
宣
言
で
再
び
稽
古
は
休
み
。
二
月
か
ら　

剣
杖

の
消
毒
、
手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
空
気
清
浄
機

の
利
用
、
窓
か
ら
の
換
気
を
行
い
な
が
ら
稽
古
を
再
開

し
て
い
ま
す
。

合
気
道
金
子
道
場

創
設
六
年

一
九
七
八
年	

勤
め
先
の
狭
山
ヶ
丘
高
校
で
、
武
道

を
生
徒
達
と
共
に
や
り
た
い
と

思
い
、
合
気
道
川
越
道
場
に
入
門
。

故
島
田
五
郎
先
生
に
師
事
。

一
九
八
〇
年	

初
段
。

一
九
八
七
年	

三
段
。

一
九
九
五
年	

六
段
。

二
〇
〇
二
年	

全
国
高
等
学
校
合
気
道
連
盟
の
発
足

に
関
わ
り
、
現
在
も
常
任
理
事
。

二
〇
一
三
年	

七
段
。

二
〇
一
四
年	

植
芝
充
央
本
部
道
場
長
代
行
を

お
招
き
し
、
四
五
周
年
記
念
大
会

を
開
催
。

二
〇
二
一
年	

狭
山
ヶ
丘
中
学
・
高
等
学
校
で
中
学

体
育
武
道
の
合
気
道
授
業
と
、
自
分

で
立
ち
上
げ
た
狭
山
ヶ
丘
高
校
合

気
道
部
の
指
導
を
し
な
が
ら
、
高
校

と
道
場
の
両
立
で
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

	•	

愉
快
で
思
い
や
り
の
あ
る
稽
古
を
す
る
。

	•	
集
中
力
・
品
格
の
向
上
を
目
指
す
。

	•	
健
全
な
心
と
身
体
つ
く
り
を
目
指
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

コ
ロ
ナ
禍
で
二
ヶ
月
位
休
業
に
近
い
状
態
で
あ
り

ま
し
た
が
、
本
部
道
場
の
再
開
を
受
け
、
始
め
は

消
毒
・
マ
ス
ク
の
着
用
の
も
と
で
剣
・
杖
を
基
本

に
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。
徐
々
に
相
手
に
触
ら
な
い

エ
ア
合
気
道
に
移
行
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
三
密
、

消
毒
を
徹
底
し
、
相
対
で
の
合
気
道
で
元
気
良
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

合
気
道
川
越
道
場

創
設
四
二
年

一
九
六
九
年	

合
気
道
小
林
道
場
入
門
。
植
芝

盛
平
翁
に
直
接
薫
陶
を
受
け
た

小
林
保
雄
先
生
に
師
事
。

一
九
七
五
年	

小
林
道
場
の
支
部
で
あ
る
東
村
山

錬
心
館
道
場
で
二
年
ほ
ど
指
導
担
当
。

一
九
八
五
年	

田
無
道
場
で
二
年
ほ
ど
指
導
担
当
。

一
九
八
六
年	

埼
玉
県
北
本
市
に
北
本
道
場
を
開
設
。

二
〇
一
〇
年	

小
林
道
場
で
専
門
家
と
な
る
。

上
板
橋
道
場
開
設
、
指
導
責
任
者
。

二
〇
一
一
年	

九
年
間
で
中
国
と
マ
カ
オ
で
指
導
。

二
〇
一
五
年	

チ
リ
・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
・
ウ
ル
グ

ア
イ
で
指
導
。

●	

道
場
指
導
方
針

“
一
人
で
も
多
く
の
人
に
合
気
道
の
素
晴
ら
し
さ
を

伝
え
て
い
く
”
を
心
に
と
め
て
楽
し
く
怪
我
の
な
い

よ
う
指
導
し
て
お
り
ま
す
。

少
年
部
は
発
育
に
あ
わ
せ
て
、
相
手
を
思
い
や
る
心

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
般
の
部
は
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
に
応
じ
た
指
導
に
努
め
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

令
和
二
年
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
四
～
五
月
の

間
は
関
連
道
場
を
全
て
閉
鎖
し
ま
し
た
。

六
月
か
ら
感
染
防
止
対
策
に
万
全
を
期
し
、
稽
古
を

再
開
し
ま
し
た
が
、
少
年
部
、
一
般
の
部
と
も
今

な
お
休
会
の
会
員
が
二
割
ほ
ど
い
ま
す
。
稽
古
に

お
い
て
は
左
記
八
項
目
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

①	

入
場
時
の
検
温	

②	

入
退
場
の
際
の
手
の
消
毒

③	

マ
ス
ク
使
用	

④	

更
衣
室
の
三
密
回
避	

⑤	

稽
古
時

間
の
短
縮	

⑥	

使
用
備
品
（
木
刀
・
掃
除
道
具
な
ど
）

の
消
毒	

⑦	

道
場
内
換
気	

⑧	

道
場
清
掃
の
徹
底

合
気
道
北
本
道
場

創
設
三
五
年

石川　宏（83）

金子　敏行（78）

宮本　重喜（74）

小林　幹雄（68）

合気道歴66年　七段位

合気道歴38年　六段位

合気道歴43年　七段位

合気道歴51年　七段位

コロナ禍での稽古は2021年1月現在の状況です。02



一
九
八
六
年	

学
生
時
代
に
群
馬
県
高
崎
市
の
合

気
道
山
徳
道
場
に
入
門
。

一
九
九
五
年	

和
歌
山
県
新
宮
市
の
、
合
気
道
熊
野

塾
道
場
に
て
引
土
道
雄
先
生
に

師
事
し
、
現
在
も
熊
野
塾
道
場
の

高
段
者
か
ら
教
え
を
受
け
る
。

一
九
九
七
年	

合
気
道
彩
新
道
場
（
現
：
合
気
道

熊
野
塾
彩
新
道
場
）
の
道
場
長
。

●	

道
場
指
導
方
針

今
は
亡
き
引
土
道
雄
先
生
や
熊
野
塾
道
場
の
高
段
者

か
ら
習
っ
た
こ
と
を
基
に
稽
古
し
て
お
り
、
引
土

道
雄
先
生
が
植
芝
大
先
生
か
ら
習
っ
た
合
気
道
、

晩
年
の
大
先
生
が
最
後
に
行
き
つ
い
た
境
地
と
い
う

も
の
を
目
指
し
て
稽
古
し
て
お
り
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

飛
沫
感
染
予
防
と
し
て
道
場
内
で
終
始
マ
ス
ク
を

着
用
し
、
稽
古
前
後
に
手
指
消
毒
を
行
い
、
一
月

一
二
日
か
ら
平
日
夜
の
稽
古
終
了
が
二
〇
時
に
な
る

よ
う
時
間
を
前
倒
し
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
か
ら
徐
々
に
速
く
し
て
い
く
こ
と

で
道
場
生
た
ち
は
全
員
マ
ス
ク
を
し
て
い
て
も
以
前

と
同
じ
よ
う
に
動
け
る
よ
う
に
な
り
、
真
夏
の
稽
古

も
乗
り
切
り
ま
し
た
。

現
在
マ
ス
ク
着
用
に
よ
っ
て
出
来
な
い
稽
古
は
無
い

の
で
、
今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
が
完
全
に
収
ま
る
ま
で

こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

合
気
道
熊
野
塾
彩
新
道
場創

設
二
四
年

一
九
六
九
年	

朝
倉
長
太
郎
師
範
の
指
導
の
も

と
、
秋
田
県
支
部
に
て
合
気
道
を

は
じ
め
る
。

一
九
七
〇
年	

秋
田
大
学
を
卒
業
、
東
芝
に
就
職
、

川
崎
本
社
で
の
新
生
活
が
は
じ
ま
る
。

一
九
七
〇
年	

初
段
に
昇
段
。

一
九
七
八
年	

西
ド
イ
ツ
の
浅
井
勝
昭
氏
の
も
と

で
助
手
と
し
て
指
導
を
行
う
。

一
九
八
一
年	
西
ド
イ
ツ
よ
り
帰
国
。

一
九
九
七
年	
「
合
気
道
研
心
会
」
の
中
心
道
場

で
あ
る
、
狭
山
台
道
場
を
設
立
、

現
在
に
至
る
。

二
〇
〇
〇
年	

合
気
道
へ
の
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
七
段
に
昇
段
。

二
〇
二
〇
年	

合
気
道
へ
の
長
年
の
功
績
が
認
め

ら
れ
八
段
に
昇
段
。

●	

道
場
指
導
方
針

合
気
道
の
稽
古
を
通
し
て
、
心
身
を
と
も
に
健
康

に
な
り
、
充
実
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

去
年
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
六
月
よ
り
稽
古
を

再
開
し
ま
し
た
。
再
開
直
後
は
休
会
し
て
い
る

会
員
も
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
ほ
ぼ
全
員
が
稽
古

を
再
開
し
て
お
り
、
新
し
い
入
会
者
も
い
ま
す
。

稽
古
は
全
員
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
道
場
の
換
気
を

こ
ま
め
に
行
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
稽
古
よ
り

対
人
接
触
を
減
ら
し
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

合
気
道
研
心
会
狭
山
台
道
場創設

二
四
年

一
九
六
八
年	

本
部
の
直
轄
道
場
で
植
芝
吉
祥
丸

前
道
主
が
直
接
指
導
に
当
た
ら
れ

て
い
た
新
橋
道
場
に
入
会
、
そ
の

後
川
口
合
気
会
に
入
会
。

一
九
七
二
年	

初
段
。

一
九
八
一
年	

浦
和
合
気
会
に
入
会
。

一
九
八
三
年	

当
時
浦
和
で
共
に
稽
古
し
て
い
た

市
塚
さ
ん
の
誘
い
を
受
け
大
宮
合

気
道
同
好
会
（
現
大
宮
道
場
）
で

も
活
動
を
始
め
る
。

二
〇
〇
七
年	

合
気
道
桜
道
場
を
設
立
。

二
〇
一
三
年	

七
段
位
を
允
可
さ
れ
、現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

各
人
が
静
か
な
気
持
ち
で
相
手
を
と
ら
え
、
感
情

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
動
き
の
中
で
の
変
化

に
も
動
ず
る
こ
と
無
く
、
柔
ら
か
い
体
の
使
い
で

互
い
に
良
い
稽
古
相
手
と
な
り
、
生
き
生
き
と

楽
し
い
稽
古
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

現
在
大
宮
道
場
と
桜
道
場
の
指
導
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
参
加
者
は
全
員
マ
ス
ク
着
用
で
す
。

稽
古
前
に
参
加
者
は
体
温
や
健
康
状
態
の
確
認
を

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
記
入
し
て
か
ら
全
員
で
畳
を

消
毒
し
ま
す
。
次
に
手
指
消
毒
を
し
て
準
備
運
動
。

準
備
運
動
終
了
後
も
手
指
消
毒
を
行
い
稽
古
に
入
り

ま
す
。
稽
古
再
開
直
後
は
ヨ
ガ
や
剣
・
杖
の
稽
古

で
相
手
に
触
れ
な
い
稽
古
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、

段
階
を
踏
み
現
在
は
マ
ス
ク
着
用
で
コ
ロ
ナ
前
と

変
わ
ら
ぬ
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

合
気
道
桜
道
場

創
設
一
四
年

一
九
七
七
年	

パ
リ
合
気
道
会
入
門
。
翌
年

「
K
I
N
O
M
I
C
H
I
」
と
し
て

独
立
。（
野
呂
昌
道
師
範
）

一
九
七
九
年	

氣
の
研
究
会
入
門
。（
藤
平
光
一

師
範
）

一
九
八
〇
年	

世
田
谷
合
気
会
入
門
。
翌
年
「
天

道
流
」
と
し
て
独
立
。（
清
水
健

二
師
範
）

一
九
八
六
年	

養
神
館
入
門
。（
塩
田
剛
三
師
範
）

一
九
九
〇
年	

蕨
合
気
会
入
門
。（
西
尾
昭
二
師
範
）

二
〇
〇
二
年	

合
氣
道
猿
田
彦
道
場
を
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
開
設
。

二
〇
〇
七
年	

合
氣
道
猿
田
彦
本
部
道
場
を
さ
い

た
ま
市
に
開
設
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

人
々
に
内
在
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
、

合
気
道
を
通
し
て
発
掘
し
、
現
世
で
活
用
で
き
る

よ
う
水
際
ま
で
誘
導
す
る
。た
だ
し
泳
ぐ
の
は
個
々

の
意
思
と
覚
悟
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
決
ま
り

文
句
は
「
怪
我
を
し
な
い
さ
せ
な
い
」「
恥
と
汗
は

大
い
に
か
く
べ
し
」。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
は
三
～
六
月
は
道
場
を
閉
鎖
し
ま
し
た
。

以
降
は
マ
ス
ク
、
検
温
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。
稽
古
法
と
し
て
は
、
極
力
接
触

過
多
に
な
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
を
重
ね
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
は
政
府
の
方
針
に
従
い
、
一
月
以
降
よ
り

道
場
を
再
閉
鎖
し
、
安
全
を
図
る
と
共
に
イ
メ
ー
ジ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

合
氣
道
猿
田
彦
道
場

創
設
一
九
年

田沼　正樹（57）

畑山　憲吾（73）

藤田　潤一（72）

渡邊　曙光（72）

合気道歴35年　六段位

合気道歴51年　八段位

合気道歴53年　七段位

合気道歴40年　七段位
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一
九
六
九
年	

合
気
道
川
越
道
場
に
入
門
。
島
田

五
郎
先
生
の
指
導
を
受
け
る
。

一
九
九
八
年	

六
段
。

二
〇
一
〇
年	

川
島
町
合
気
道
同
好
会
の
大
谷
一
枝

師
範
の
招
聘
を
受
け
、
同
会
の

指
導
者
に
な
る
。

二
〇
一
三
年	

大
谷
師
範
ご
逝
去
後
に
比
企
郡

吉
見
町
の
町
立
武
道
館
を
拠
点
に

合
氣
道
修
徳
会
を
設
立
。

二
〇
一
四
年	

合
氣
道
修
徳
会
の
指
導
の
傍
ら
、

合
気
道
桶
川
愛
氣
会
に
入
門
。

自
己
研
鑽
の
た
め
石
川
宏
師
範
の

指
導
を
受
け
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

	

・	

合
気
道
は
楽
し
く
行
う
。

	

・	

稽
古
で
怪
我
を
さ
せ
な
い
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

コ
ロ
ナ
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
よ
り
、

二
〇
二
〇
年
三
月
か
ら
一
〇
月
迄
の
間
、
武
道
館

が
使
用
中
止
と
な
り
稽
古
は
全
休
と
し
ま
し
た
。

一
一
月
よ
り
武
道
館
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

感
染
対
策
と
し
て
参
加
者
の
検
温
、
手
指
の
ア
ル

コ
ー
ル
消
毒
、
マ
ス
ク
、
手
袋
着
用
で
接
触
の
少

な
い
技
を
選
ん
で
稽
古
し
て
い
ま
し
た
。
一
般
部

は
杖
を
使
っ
た
呼
吸
投
げ
を
取
り
入
れ
て
、
接

触
機
会
を
少
な
く
し
た
稽
古
を
し
て
い
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
一
月
よ
り
再
び
武
道
館
の
仕
様
が
で

き
な
く
な
り
、
稽
古
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

合
氣
道
修
徳
会

創
設
八
年

一
九
八
九
年	

父(

故
吾
妻
久
朝
七
段)

に
よ
る
道

場
開
設
と
同
時
に
稽
古
を
始
め
る
。

以
降
、
毎
年
防
衛
省
夏
季
合
宿
訓

練
に
参
加
し
磯
山
博
先
生
の
指
導

を
仰
ぐ
。

一
九
九
六
年	

以
降
、
一
〇
数
回
磯
山
博
先
生
の

海
外
セ
ミ
ナ
ー
に
随
行
。

一
九
九
九
年	

二
代
目
館
長
に
就
任
。

二
〇
一
三
年	
本
部
道
場
鏡
開
き
式
に
お
い
て

磯
山
先
生
の
推
薦
に
よ
り
、
代
表

で
道
主
よ
り
六
段
位
を
拝
受
。

●	

道
場
指
導
方
針

一
般
の
部
で
は
「
自
然
に
無
理
な
く
争
わ
ず
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
常
に
基
本
を
重
視
し
我
流
に
陥
る

こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
指
導
し
て
い
る
。
少
年
部

で
は
、
他
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
が
少
し
で
も

養
わ
れ
る
よ
う
「
①
伸
び
伸
び
と
気
を
出
し
ま
し
ょ
う

②
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
ま
し
ょ
う　

③
感
謝

の
気
持
ち
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
指
導
し
て
い
る
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、
検
温
、

定
期
的
な
換
気
等
、
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
を

施
し
た
上
で
稽
古
を
実
施
し
て
い
る
。

二
〇
二
〇
年
の
緊
急
事
態
宣
言
解
除
以
降
は
、
非

接
触
を
原
則
に
武
器
を
使
っ
た
稽
古
の
み
を
実
施

し
、剣
・
杖
の
基
本
的
な
操
法
、組
み
杖
、組
み
太
刀
、

武
器
取
り
な
ど
を
中
心
に
行
う
。
二
〇
二
一
年
一

月
以
降
は
、
感
染
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
体
術

稽
古
と
武
器
稽
古
の
両
方
を
実
施
し
て
い
る
。

合
気
道
修
練
道
場
自
然
館創

設
三
二
年

一
九
七
七
年	

故
佐
々
木
將
人
師
範
創
設
の
埼
玉

県
上
福
岡
市(

現
ふ
じ
み
野
市)　

神
明
塾
の
前
身
で
あ
る
若
草
会
館

少
年
部
で
合
氣
道
を
始
め
る
。

一
九
八
五
年	

初
段
位
允
可
さ
れ
る
。

一
九
八
五
年	

三
重
県
伊
勢
市	

合
氣
道
神
武
館

に
て	

故
岩
垣
茂
則
館
長
に
師
事
。

一
九
八
八
年	

皇
學
館
大
学
合
気
道
部
入
部	

故
市

橋
紀
彦
師
範	

神
武
館	

里
中
香
司

師
範
に
師
事
。

一
九
九
四
年	

合
氣
道
神
明
塾
の
道
場
が
完
成

し
、
故
佐
々
木
將
人
師
範
に
師
事　

少
年
部
指
導
。

一
九
九
八
年	

四
段
位
允
可
さ
れ
る
。

二
〇
〇
〇
年	

合
気
道
神
明
塾
長
に
就
任
。

二
〇
〇
二
年	

五
段
位
允
可
さ
れ
る
。

二
〇
〇
九
年	

六
段
位
允
可
さ
れ
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

合
氣
道
の
技
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
基
本
動
作
受
け

身
礼
儀
作
法
の
徹
底
。
百
人
一
首
や
格
言
の
暗
誦

な
ど
を
通
じ
て
自
立
、
協
調
性
、
人
間
形
成
を
育
む

こ
と
を
目
的
と
し
た
方
針
で
行
っ
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

非
常
事
態
宣
言
中
の
道
場
の
完
全
閉
鎖
。
道
場
内
入
口

に
消
毒
液
を
設
置
。
出
入
の
際
の
消
毒
の
徹
底
。

道
場
内
の
窓
の
開
閉
に
よ
る
換
気
・
消
毒
。

稽
古
中
に
換
気
扇
、
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
扇
風

機
作
動
し
て
の
換
気
。
受
講
者
の
二
〇
分
ご
と
に

休
憩
や
水
分
補
給
と
空
気
の
入
れ
替
え
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

合
氣
道
神
明
塾

創
設
四
四
年

一
九
六
九
年	

父
・
小
林
保
雄
総
師
範
の
元
で
三
歳

よ
り
合
気
道
を
始
め
る
。

一
九
八
四
年	

高
校
時
代
よ
り
海
外
で
の
合
気
道

交
流
を
始
め
、
大
学
卒
業
後
、
青
年

	

海
外
協
力
隊
の
合
気
道
隊
員
と
し
て

二
年
半
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
指
導
。

そ
の
後
、
短
期
緊
急
派
遣
隊
員
と

し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
半
年
間
指
導

し
た
。
英
語
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
・

中
国
語
を
話
し
、
国
内
の
み
な
ら
ず

定
期
的
に
海
外
指
導
に
も
赴
く

な
ど
し
て
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

小
林
道
場
で
は「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
合
気
道
を
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
言
葉
で
の
説
明
よ
り
も
、
実
際
に

動
い
て
指
導
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
子
供
ク
ラ
ス

で
は
、
技
は
も
ち
ろ
ん
、
礼
儀
・
挨
拶
・
基
礎
体
力

な
ど
に
重
点
を
お
い
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
三
月
末
か
ら
六
月
初
め
ま
で
道
場
を

閉
鎖
し
ま
し
た
。
現
在
稽
古
時
間
は
基
本
一
時
間

と
し
、
入
場
時
の
消
毒
、
稽
古
時
の
マ
ス
ク
着
用
、

道
場
の
換
気
な
ど
、
会
員
の
皆
様
に
協
力
し
て

頂
き
な
が
ら
稽
古
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
気
持
ち

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
世
界
各
国
の
傘
下
道
場
に

演
武
動
画
を
募
集
し
「
合
気
道

小
林
道
場
演
武
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

二
〇
二
〇
」
を
企
画
し
ま
し
た
。

是
非
、
ご
覧
下
さ
い
！

合
気
道
所
沢
道
場

創
設
四
九
年

渡辺　浩（74）

吾妻　正義（49）

佐々 木　望鳳馨（50）

小林　弘明（55）

合気道歴52年　六段位

合気道歴32年　六段位

合気道歴43年　六段位

合気道歴52年　七段位

04 コロナ禍での稽古は2021年1月現在の状況です。



一
九
六
五
年	

法
政
大
学
合
気
道
部
入
部
。

一
九
八
二
年	

合
気
道
小
林
道
場
専
門
指
導
員
と

な
り
、埼
玉
県
春
日
部
市
、越
谷
市
、

幸
手
市
、
宮
代
町
、
加
須
市
等
に
て

指
導
を
行
う
。

二
〇
〇
二
年	

春
日
部
市
に
合
気
道
堀
越
道
場
を

開
設
し
、
現
在
に
至
る
。

二
〇
二
〇
年	

道
主
推
薦
に
よ
り
八
段
位
に
昇
段
。

過
去
台
湾
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
・
ド
イ
ツ
・
ロ
シ
ア
・

イ
ラ
ン
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
ト
ル
コ
・

韓
国
・
北
欧
等
に
て
指
導
。
現
在

も
年
に
数
回
海
外
指
導
を
行
っ
て

い
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

青
少
年
ク
ラ
ス
の
充
実
、
専
門
道
場
と
し
て
の
質

の
高
い
技
術
の
提
供
、
海
外
へ
の
合
気
道
の
普
及

を
道
場
方
針
と
し
て
お
り
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
は
約
二
か
月
の
中
断
を
終
え
、
六
月

よ
り
剣
・
杖
を
中
心
に
非
接
触
の
稽
古
を
再
開
。

八
月
頃
よ
り
徐
々
に
接
触
を
伴
う
内
容
と
し
、
現
在

は
マ
ス
ク
着
用
等
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
ほ
ぼ

通
常
通
り
の
稽
古
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

合
気
道
堀
越
道
場

創
設
一
九
年

一
九
六
九
年	

合
気
道
小
林
道
場　

小
林
保
雄

師
範
に
七
歳
で
入
門
。
大
学
生
時
代

よ
り
小
林
道
場
子
供
ク
ラ
ス
等
を

指
導
補
佐
。

一
九
八
九
年	

小
林
道
場
の
内
弟
子
と
な
り
専
門
家

を
目
指
す
。
二
年
半
の
内
弟
子

生
活
を
経
て
ド
イ
ツ
・
浅
井
勝
昭

師
範
の
内
弟
子
と
し
て
三
か
月

ド
イ
ツ
で
過
ご
し
、
海
外
指
導
の

経
験
を
積
む
。

一
九
九
二
年	
越
谷
市
に
小
林
道
場
の
支
部
と

し
て
、
合
気
道
増
田
道
場
の
前
身

と
な
る
合
気
道
南
越
谷
道
場
を
開

設
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

「
一
人
で
も
多
く
の
人
に
合
気
道
を
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
楽
し
く
、
厳
し
く
合
気
道
の
普
及
、
研
鑽
に

励
ん
で
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
換
気
、
消
毒
、
手
洗
い
、

マ
ス
ク
の
着
用
等
を
実
行
し
稽
古
を
続
け
て
い
ま
す
。

稽
古
内
容
は
剣
・
杖
の
稽
古
を
中
心
と
し
、
体
術

を
少
な
め
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緊
急
事
態

宣
言
中
は
夜
間
の
稽
古
は
午
後
七
時
か
ら
八
時

ま
で
の
一
時
間
と
し
、
稽
古
後
は
速
や
か
に
解
散

す
る
事
と
し
て
い
ま
す
。

合
気
道
増
田
道
場

創
設
二
九
年

一
九
六
一
年	

多
田
宏
師
範
の
自
由
が
丘
道
場
に

入
門
。
本
部
道
場
師
範
の
多
田
宏

先
生（
九
段
）の
下
で
修
業
を
積
む
。

一
九
七
六
年	

池
田
昌
富
師
範
と
と
も
に
東
京
都

板
橋
区
の
田
仲
道
場
で
合
氣
道
明

心
会
を
発
足
。

一
九
九
八
年	

入
間
市
に
稽
古
の
拠
点
を
移
し
明

心
会
と
し
て
指
導
を
再
開
、
現
在

に
至
る
。

一
九
九
五
年
～
二
〇
〇
七
年

	

黎
明
道
場
志
木
合
気
会
の
師
範
と

し
て
も
一
三
年
間
指
導
に
あ
た
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

	•	

礼
節
を
重
ん
じ
る
。

	•	

呼
吸
法
、
と
り
舟
を
大
切
に
す
る
。

	•	

稽
古
で
は
相
手
に
敬
意
を
払
い
、
と
ら
わ
れ
ず
、

感
じ
取
り
、
丁
寧
に
稽
古
す
る
。

	•	

実
践
合
氣
道
を
目
指
し
、
人
格
形
成
へ
の
道
を

歩
む
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

一
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
で
は
、
全
て
の
稽
古
を

中
止
ま
し
た
。
二
度
目
の
緊
急
事
態
宣
言
で
は
、

近
隣
の
使
用
で
き
る
場
所
を
探
し
て
少
人
数
で
の

稽
古
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
稽
古
時
は
、
換
気
、

消
毒
、
検
温
、
マ
ス
ク
の
着
用
等
を
実
行
し
休
憩

を
多
め
に
取
っ
て
い
ま
す
。
稽
古
内
容
で
す
が
、

常
に
マ
ス
ク
着
用
で
の
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
熱
中
症
対
策
も
考
え
て
、
夏
場
は
剣
・
杖
を

中
心
に
単
独
で
の
体
捌
や
受
け
身
が
中
心
で
し
た
。

最
近
で
は
相
対
稽
古
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

合
氣
道
明
心
会

創
設
四
五
年

一
九
七
五
年	

名
古
屋
に
て
合
気
道
を
始
め
る
。

一
九
七
六
年	

大
阪
武
育
セ
ン
タ
ー(

小
林
裕
和

師
範)

へ
入
会
、
同
系
列
の
合
気

道
洗
心
舘(

中
西
政
春
師
範)

で

も
稽
古
を
継
続
。

一
九
九
〇
年	

合
気
道
黎
明
道
場	

志
木
合
氣
会

(

樋
浦
直
久
師
範)

へ
入
会
。

一
九
九
六
年	

初
代
樋
浦
師
範
の
後
継
と
し
て
二

代
目
代
表
に
就
任
、
現
在
に
至
る
。

二
〇
〇
七
年
ま
で
は
亀
井
格
一
師

範
に
ご
指
導
を
仰
ぐ
。

●	

道
場
指
導
方
針

会
員
の
親
睦
と
融
和
、
地
域
社
会
の
体
育
振
興
と

体
力
向
上
を
目
指
す
。

	•

少
年
部
は
①
礼
儀
正
し
く
②
楽
し
く
又
厳
し
く

③
怪
我
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い

	•

一
般
部
は
呼
吸
法
・
気
の
錬
磨
を
基
礎
に
生
命
力

を
高
め
、
稽
古
を
通
し
て
生
活
の
中
に
活
か
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

感
染
防
止
の
為
、
令
和
二
年
三
～
六
月
志
木
市
民

体
育
館
が
臨
時
休
館
で
稽
古
休
止
。
七
月
体
育
館

の
利
用
ガ
イ
ド(

マ
ス
ク
着
用
、
手
指
の
消
毒
、

検
温
と
体
調
確
認
等)

に
沿
い
稽
古
を
再
開
。
当
初

は
単
独
動
作
の
み
で
呼
吸
法
・
足
さ
ば
き
・
剣
杖

稽
古
等
。
八
月
か
ら
相
対
稽
古
も
認
め
ら
れ
通
常

稽
古
に
戻
る
。
参
加
人
数
は
従
来
の
約
半
分
。
九

月
に
は
市
の
認
可
で
市
民
合
気
道
大
会
を
開
催
。

緊
急
事
態
宣
言
発
令
後
も
体
育
館
は
稼
働
時
間

短
縮
を
さ
れ
た
が
、
稽
古
は
利
用
ガ
イ
ド
に
基
づ
き

従
来
通
り
実
施
。

合
気
道
黎
明
道
場
志
木
合
氣
会

創
設
三
三
年

堀越　春芳（75）

増田　学（58）

亀井　格一（82）

三輪　明（72）

合気道歴55年　八段位

合気道歴52年　七段位

合気道歴60年　八段位

合気道歴45年　七段位
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一
九
六
九
年	

本
部
道
場
に
入
会
。

一
九
七
九
年	

合
気
道
和
光
道
場
の
師
範
を
引
き

継
ぐ
。
桶
川
愛
氣
会
の
石
川
和
宏

師
範
よ
り
「
呼
吸
力
」
を
、
杉
並

合
気
会
の
加
藤
弘
師
範
よ
り
武
術
的

「
術
」を
、合
気
道
神
明
塾
の
佐
々
木

将
人
師
範
よ
り
「
道
」
を
、
ま
た
、

植
芝
吉
祥
丸
道
主
よ
り
稽
古
の
姿

勢
を
学
ぶ
。

二
〇
〇
七
年	

合
気
道
七
段
位
。

●	

道
場
指
導
方
針

「
稽
古
は
真
剣
と
思
え
、
実
践
は
木
剣
だ
と
思
え
」

の
姿
勢
を
実
践
す
る
為
、
稽
古
は
厳
し
く
、
受
け

は
し
っ
か
り
と
握
り
、
し
っ
か
り
打
込
む
。
取
り

は
呼
吸
力
を
鍛
え
、
し
っ
か
り
と
技
を
か
け
る
。

一
瞬
一
瞬
に
力
を
尽
く
し
、
今
と
い
う
時
を
大
切

に
す
る
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
六
月

よ
り
稽
古
を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。再
開
当
初
よ
り
、

本
部
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
い
、
少
年
部
、
青
年
部

と
も
に
、
非
接
触
稽
古
よ
り
始
め
、
木
剣
の
単
独

に
よ
る
素
振
り
か
ら
、剣
、杖
の
合
わ
せ
、太
刀
取
、

杖
取
へ
と
段
階
的
に
相
対
稽
古
へ
と
進
み
ま
し
た
。

現
在
、
マ
ス
ク
着
用
、
消
毒
を
適
宜
し
、
体
術
の

稽
古
を
し
て
お
り
ま
す
。
二
回
目
の
緊
急
事
態

宣
言
前
ま
で
は
、
週
三
回
稽
古
で
き
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
稽
古
場
所
が
確
保
で
き
ず
週
一
回
と

な
っ
て
い
ま
す
。

合
気
道
和
光
道
場

創
設
五
〇
年

一
九
六
三
年	

合
気
道
を
志
し
合
気
道
を
学
び
つ

つ
、
他
武
道
（
総
合
武
道
、
武
田

流
合
気
柔
術
、拳
法
、居
合
道
「
田

宮
流
」、
神
道
夢
想
流
杖
道
等
）
を

合
気
道
に
役
立
て
る
べ
く
学
ぶ
。

一
九
八
九
年	

西
尾
先
生
指
導
の
も
と
「
上
尾
合

気
会
」
を
設
立
し
指
導
、
普
及
に

あ
た
る
。
そ
の
後
、
上
尾
市
合
気

道
連
盟
に
参
画
し
、
現
在
は
会
長

と
し
て
上
尾
市
の
合
気
道
普
及
の

た
め
、
連
盟
の
合
気
道
教
室
や
小

学
校
の
授
業
で
の
指
導
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

●	

道
場
指
導
方
針

本
会
は
開
祖
の
「
合
気
道
の
精
神
」
を
遵
守
し
、

西
尾
昭
二
先
生
の
許
す
心
は
人
間
の
器
を
き
め
る

と
い
う
武
道「
合
気
道
」を
通
し
て
体
を
鍛
錬
し
て
、

人
間
形
成
を
図
る
道
場
と
し
て
、
共
に
研
鑽
し
て

お
り
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
体
育
館
等
の
指
導
の
下
、
マ
ス
ク

を
着
用
し
、
人
数
制
限
で
三
密
を
避
け
て
、
基
本

を
中
心
に
木
刀
、
杖
を
用
い
て
稽
古
を
し
て
お
り

ま
す
。

上
尾
合
気
会

創
設
三
二
年

一
九
六
四
年	

駒
沢
大
学
で
合
気
道
を
始
め
る
。

在
学
時
代
は
合
気
道
部
の
主
将
。

一
九
七
三
年	

入
間
幸
武
館
道
場
に
合
気
道
部
創
設
。

当
初
よ
り
師
範
と
し
て
指
導
し
、

現
在
に
至
る
。

一
九
九
七
年	

合
気
道
七
段
を
允
可
さ
れ
る
。

二
〇
〇
九
年	

財
団
法
人
剣
道
連
盟
杖
道
三
段

二
〇
一
七
年	

合
気
道
八
段
を
允
可
さ
れ
る
。・

現
在
の
役
職
は
入
間
市
合
気
道

連
盟
会
長
、
入
間
市
武
道
連
絡
会

副
会
長
、
埼
玉
県
合
気
道
連
盟

常
任
理
事
。

●	

道
場
指
導
方
針

和
の
武
道
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

	•	

謙
虚
な
気
持
ち
で
初
心
を
忘
れ
ず
、優
劣
を
競
わ
ず
、

自
ら
の
求
道
心
と
感
謝
の
念
を
忘
れ
な
い
。

	•	

心
身
を
鍛
練
し
、人
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

	•	

自
己
研
鑽
に
日
常
生
活
に
、
合
気
道
の
心
を

大
い
に
活
か
し
精
進
す
る
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

稽
古
に
お
い
て
は
、
市
お
よ
び
合
気
会
の
感
染
拡
大
予
防

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
い
、
次
の
点
を
遵
守
し
て
い
ま
す
。

	•	

手
指
消
毒
と
見
学
者
含
め
た
検
温
と
そ
の
記
録

を
徹
底
す
る
。	•	

稽
古
中
も
マ
ス
ク
着
用
、
更
衣
室

や
道
場
内
で
の
三
密
を
避
け
、
道
場
は
常
に
換
気

す
る
。	•	

大
声
は
出
さ
な
い
、
呼
吸
が
荒
く
な
ら

な
い
動
き
を
心
掛
け
る
。	•	
休
憩
お
よ
び
稽
古
終
了

時
は
、
手
を
洗
い
手
指
消
毒
す
る
前
に
顔
は
触
ら

な
い
。	•	

技
は
道
着
の
袖
や
肩
取
り
を
主
と
し
、

直
接
接
触
の
場
合
は
手
袋
を
着
用
す
る
。

入
間
幸
武
館
道
場

創
設
四
八
年

一
九
六
九
年	

荒
川
合
気
会
（
故
佐
藤
益
弘
師
範
）

に
お
い
て
合
気
道
を
始
め
る
。

一
九
七
一
年	

浦
和
合
気
会
が
創
設
。

一
九
七
三
年	

日
本
と
自
分
を
見
つ
め
る
た
め

イ
ギ
リ
ス
に
渡
航
。
千
葉
和
雄
師

範
宅
で
の
内
弟
子
生
活
を
始
め
る
。

自
身
の
合
気
道
の
礎
と
な
る
経
験

を
積
む
。

一
九
七
九
年	

浦
和
合
気
会
（
故
渡
辺
信
之
師
範
）

に
入
会
。

一
九
八
二
年	

合
気
道
を
行
う
上
で
最
も
影
響
さ

れ
た
遠
藤
征
四
郎
師
範
の
指
導
を

受
け
は
じ
め
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

合
気
道
を
通
じ
会
員
の
親
睦
を
図
る
と
共
に
、

開
祖
の
教
え
を
守
り
、
生
命
の
尊
さ
、
人
間
の
尊
厳

を
知
り
、
健
全
な
る
精
神
や
肉
体
を
養
い
、
か
つ

他
人
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
郷
土
の
興
隆
と

合
気
道
の
普
及
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

杖
や
剣
を
用
い
た
稽
古
の
時
間
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
体
の
捌
き
、
気
の
流
れ
、
呼
吸
法
の

意
義
な
ど
も
再
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

状
況
が
変
わ
っ
て
も
如
何
に
自
然
に
動
け
る
か
、

ど
の
よ
う
に
相
手
と
合
気
が
で
き
る
か
、
注
意
す
る

視
点
と
意
義
を
多
く
感
じ
た
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

マ
ス
ク
着
用
、
取
り
技
の
後
は
手
の
消
毒
を
行
い
、

稽
古
後
の
手
洗
い
や
う
が
い
の
徹
底
を
要
請
し
、

努
め
て
い
ま
す
。

浦
和
合
気
会

創
設
五
〇
年

川路　昌治（73）

黒須　信弥（78）

関戸　章弘（74）

林　昭男（73）

合気道歴52年　七段位

合気道歴58年　七段位

合気道歴57年　八段位

合気道歴52年　七段位
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一
九
六
六
年	

埼
玉
大
学
で
合
気
道
を
始
め
る
。

第
一
期
合
気
道
部
副
主
将
。
小
林

保
雄
師
範
に
師
事
。

一
九
七
二
年	

長
野
県
松
本
支
部
道
場
を
開
設
。

一
九
七
六
年	

信
州
大
学
合
気
道
部
を
設
立
し
師
範

に
就
任
。
長
野
県
合
気
道
連
盟
を

設
立
し
会
長
に
就
任
。

一
九
八
二
年	

北
浦
和
道
場
を
開
設
。

一
九
九
六
年	

北
浦
和
本
部
道
場
を
開
設
。

二
〇
〇
九
年	

埼
玉
大
学
合
気
道
部
の
師
範
に
就
任
。

二
〇
二
〇
年	

八
段
に
昇
段
。

現
在
、
一
都
五
県
で
二
〇
カ
所
の
道
場
を
指
導
。

●	

道
場
指
導
方
針

「
合
わ
せ
」「
外
し
」「
ず
ら
し
」「
意
識
の
仕
方
」等
で
、

ぶ
つ
か
ら
ず
に
相
手
を
崩
す
こ
と
を
基
本
と
し
た

稽
古
を
し
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

感
染
防
止
の
た
め
、
二
〇
二
〇
年
三
月
か
ら
三
カ
月

休
館
し
ま
し
た
。
休
館
中
は
合
気
道
を
忘
れ
な
い

よ
う
準
備
体
操
の
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
し
た
。
道
場
で
の
感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
て

稽
古
を
再
開
し
、
相
手
と
の
接
触
の
少
な
い
武
器
技

を
三
ヶ
月
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
体
術
も
徐
々

に
始
め
、
一
一
月
か
ら
は
通
常
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
を
危
惧
し
て
道
場
へ
来
ら
れ
な
い

道
場
生
へ
情
報
を
伝
え
る
べ
く
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に
稽
古
し
て
い
る
技
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
石
垣
道
場創

設
四
九
年

三
九
歳
で
合
気
道
に
巡
り
合
い
、
の
め
り
込
み
、

今
年
で
二
八
年
目
に
な
り
ま
す
。

一
九
六
六
年	

初
段

一
九
九
九
年	

弐
段

二
〇
〇
七
年	

有
志
に
よ
る
合
気
道
同
好
会
を
は

じ
め
、
同
年
石
垣
師
範
の
許
可
を

頂
き
Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
「
空
の
会
」

を
発
足
、
現
在
に
至
る
。

二
〇
一
一
年	
五
段

二
〇
一
七
年	
六
段

●	

道
場
指
導
方
針

勝
敗
に
拘
ら
な
い
合
気
道
は
実
に
素
晴
ら
し
い

理
念
が
あ
り
ま
す
。
相
手
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
と
い
う

こ
と
と
、
相
手
と
一
体
と
な
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ

ら
を
体
術
と
剣
・
杖
等
の
動
き
で
体
に
沁
み
込
ま

せ
て
い
く
。
そ
し
て
日
常
の
精
神
世
界
へ
広
げ
て

い
く
こ
と
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

昨
年
は
緊
急
事
態
宣
言
で
三
か
月
ほ
ど
全
く
稽
古

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
年
も
宣
言
発
出
で
使
用

で
き
な
い
場
所
も
出
て
き
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古
は
マ
ス
ク
着
用
で
、
剣
・
杖

に
よ
る
非
接
触
稽
古
を
中
心
に
「
体
の
変
化
」
の

追
求
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
剣
・
杖
を
自
分

の
体
の
一
部
と
し
て
意
識
し
、
操
作
し
、
そ
れ
を

自
然
の
も
の
と
し
、
合
わ
せ
か
ら
入
り
身
、
転
換
、

そ
し
て
中
心
線
を
し
っ
か
り
合
わ
せ
た
変
化
。
日
常

の
立
ち
居
振
る
舞
い
に
通
底
す
る
も
の
と
し
て

稽
古
を
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
＆
Ｐ
合
氣
道「
空
の
会
」創

設
一
四
年

一
九
六
六
年	

埼
玉
大
学
経
済
学
部
入
学
。
合
気

道
部
第
二
期
主
将
。

二
〇
〇
四
年	

草
加
市
栄
町
に
道
場
開
設
。　

二
〇
〇
六
年	

足
立
区
竹
ノ
塚
に
道
場
開
設
。

二
〇
一
〇
年	

公
益
財
団
法
人
合
気
会
よ
り
七
段
位

授
与
。

二
〇
一
二
年	

東
大
宮
に
道
場
開
設
。

●	

道
場
指
導
方
針

基
本
理
念
は
、
楽
し
く
、
明
る
く
、
元
気
よ
く
。

特
に
稽
古
前
の
準
備
体
操
に
は
、
充
分
時
間
を
取
っ
て
、

若
い
人
か
ら
シ
ニ
ア
迄
元
気
な
体
力
作
り
が
モ
ッ

ト
ー
で
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

全
員
マ
ス
ク
着
用
、
稽
古
前
お
よ
び
後
の
手
洗
い
・

消
毒
の
徹
底
、
稽
古
後
の
道
場
の
消
毒
、
剣
・
杖
等

用
具
の
消
毒
、
ま
た
相
対
稽
古
は
従
来
よ
り
時
間

を
短
く
し
て
、
通
常
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
＆
Ｐ
合
気
道
田
口
道
場創

設
一
七
年

一
九
八
五
年	

埼
玉
大
学
に
て
合
気
道
を
始
め
、

小
林
保
雄
先
生
、
石
垣
晴
夫
先
生

の
教
え
を
受
け
る
。

一
九
九
三
年	

大
阪
合
気
会
で
稽
古
。
同
年
、
会
社

に
合
気
道
ク
ラ
ブ
創
設
。

一
九
九
五
年	

英
国
ダ
ー
ラ
ム
合
気
会
で
稽
古
を

積
む
。

一
九
九
六
年	

帰
国
後
、
小
林
道
場
、
石
垣
道
場

で
稽
古
。

二
〇
〇
二
年	

石
垣
道
場
の
内
弟
子
。

二
〇
〇
七
年	

Ａ
&
Ｐ
合
氣
道
大
関
道
場
開
設
。

二
〇
〇
九
年	

埼
玉
大
学
合
気
道
部	

監
督
に
就
任
。

二
〇
一
三
年	

六
段
位
。

●	

道
場
指
導
方
針

準
備
体
操
、基
本
運
動
、受
け
身
を
し
っ
か
り
行
い
、

皆
さ
ん
が
ケ
ガ
な
く
楽
し
く
稽
古
で
き
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
子
供
や
女
性
、
シ
ニ
ア

の
方
に
も
安
心
し
て
稽
古
で
き
る
よ
う
に
、
一
人

一
人
の
上
達
に
合
せ
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

大
人
・
子
供
ク
ラ
ス
共
に
昨
年
の
三
月
～
五
月
は

休
ん
で
い
ま
し
た
が
、
六
月
か
ら
は
通
常
通
り
の

稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。
審
査
は
日
程
が
ズ
レ
ま

し
た
が
無
事
行
え
ま
し
た
。
他
の
行
事
は
全
て
中
止

で
す
。

稽
古
前
の
検
温
、
入
退
場
時
の
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク

着
用
で
稽
古
を
行
い
ま
す
。
剣
杖
等
、
相
手
と

距
離
を
取
れ
る
稽
古
を
多
く
し
て
い
ま
す
。
稽
古

後
は
道
場
全
体
と
使
用
し
た
剣
杖
の
消
毒
を
行
い

ま
す
。

Ａ
＆
Ｐ
合
氣
道
大
関
道
場創

設
一
九
年

石垣　晴夫（74）

阿部　昌彦（66）

田口　輝義（74）

大関　正美（54）

合気道歴55年　八段位

合気道歴28年　六段位

合気道歴55年　七段位

合気道歴35年　六段位
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一
九
六
三
年	

法
政
大
学
合
気
道
部
に
入
部
。以
来
、

四
〇
年
以
上
本
部
道
場
師
範	

故

有
川
定
輝
先
生
に
師
事
。

一
九
八
七
年	

大
成
合
気
道
会
を
創
設
。

二
〇
〇
二
年	

七
段
を
允
可
さ
れ
る
。

二
〇
〇
三
年	

法
政
大
学
合
気
道
部
師
範
と
な
り
、

現
在
に
至
る
。

＊
歴
代
の
道
主
に
免
状
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

初
段
～
参
段
ま
で
は
、
植
芝
盛
平
先
生
、
参
段
～

六
段
ま
で
は
、
植
芝
吉
祥
丸
先
生
、
七
段
は
、

植
芝
守
央
先
生
。

●	

道
場
指
導
方
針

合
気
道
と
は
己
に
与
え
ら
れ
た
己
の
使
命
に
打
ち

勝
つ
道
（
開
祖
の
言
葉
）
で
あ
り
、
稽
古
は
楽
し
く

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
私
の
信
条
で
す
。

辛
い
稽
古
も
お
互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら
基
本
を

忠
実
に
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
必
ず
楽
し
く
な
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

緊
急
事
態
宣
言
の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
現
在

す
べ
て
の
稽
古
を
休
止
し
て
お
り
ま
す
。
普
段
の

稽
古
は
大
成
中
学
校
の
武
道
場
を
お
借
り
し
て

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
施
設
の

開
放
が
困
難
と
な
り
再
開
の
見
通
し
が
立
ち
ま
せ
ん
。

一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
に
杖
・
剣
を

中
心
と
し
た
稽
古
を
再
開
し
た
の
で
す
が
、
ま
た

も
や
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
当
面
は
会
員

各
自
の
単
独
稽
古
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
す
。

大
成
合
気
道
会

創
設
三
四
年

一
九
七
九
年	

自
由
が
丘
道
場
入
門
、
そ
の
後
、

本
部
道
場
、
市
川
里
見
八
顕
会
で

稽
古
。

一
九
九
一
年	

大
宮
武
道
館
開
館
と
同
時
に
多
田

塾
傘
下
道
場
と
し
て
大
宮
合
気
道

倶
楽
部
稽
古
開
始
。

本
部
道
場
師
範
多
田
宏
先
生
の
教
え
の
下
、
瞑
想
、
禊

と
し
て
の
合
気
道
を
目
指
し
稽
古
し
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

本
会
で
は
毎
回
、
稽
古
始
め
に
、
呼
吸
法
、
気
の

練
磨
、
天
の
鳥
船
運
動
、
四
方
切
り
、
体
裁
き
、

五
つ
の
動
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
合
気

道
の
技
に
生
命
力
を
与
え
る
重
要
な
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
基
本
技
を
中
心
に
稽
古
し
て
い

ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
、
四
月
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、

会
員
が
減
少
し
ま
し
た
。
六
～
八
月
は
杖
、
木
刀
、

体
裁
き
中
心
の
稽
古
で
し
た
が
、
九
月
以
降
は

平
常
の
体
術
中
心
の
稽
古
に
戻
し
て
い
ま
し
た
。

稽
古
前
、
後
、
必
ず
ア
ル
コ
ー
ル
で
手
首
を
消
毒
、

稽
古
中
、
マ
ス
ク
着
用
を
守
り
感
染
者
を
出
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一
年
一
月

か
ら
は
二
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
の
た
め
武
道
館

が
休
館
と
な
り
、
現
在
の
稽
古
休
止
中
で
す
。

大
宮
合
気
道
俱
楽
部

創
設
三
〇
年

一
九
六
四
年	

法
政
大
学
合
気
道
部
に
て
合
気
道

を
始
め
、
有
川
定
輝
先
生
に
教
え

を
受
け
る
。

一
九
七
五
年	

小
林
道
場
、
堀
越
道
場
に
て
稽
古
。

一
九
八
六
年	

大
宮
西
部
合
気
道
会
開
設
。

二
〇
一
一
年	

六
段
。

●	

道
場
指
導
方
針

	

・	

礼
儀
は
正
し
く
守
り
、
指
導
者
の
教
え
に
は

忠
実
に
従
う
。

	

・	

稽
古
は
真
剣
に
、
素
直
に
怪
我
や
過
ち
の
無
い

よ
う
に
心
が
け
る
。

	

・	

道
場
内
で
は
お
互
い
の
「
和
」
を
尊
び
、
豊
か

に
明
る
く
稽
古
に
励
む
。

	

・	

相
手
に
敬
意
を
払
い
、
囚
わ
れ
ず
、
感
じ
取
り
、

丁
寧
に
稽
古
す
る
。

	

・	

実
践
合
氣
道
を
目
指
し
、
人
格
形
成
へ
の
道
を

歩
む
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
利
用

施
設
が
休
館
の
た
め
稽
古
を
中
止
ま
し
た
。
二
度
目

の
緊
急
事
態
宣
言
で
再
度
稽
古
を
中
止
し
て
お
り

ま
す
。
二
〇
二
〇
年
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
の

稽
古
で
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
以
下
の
通
り
実
施
し

ま
し
た
。・
自
宅
で
体
温
測
定
後
、
三
七
、五
度
以
下

で
入
館
。・
マ
ス
ク
着
用
。・
靴
袋
お
よ
び
ス
リ
ッ
パ

は
持
参
。・
着
替
え
は
自
宅
で
行
う
。・
間
隔
を
取
っ
て

行
動
す
る
。・
熱
中
症
の
予
防
に
水
分
を
補
給
。

・
手
洗
い
お
よ
び
消
毒
の
励
行
。

稽
古
方
法
は
本
部
道
場
の
指
導
要
領
に
基
づ
き

実
施
し
ま
し
た
。

大
宮
西
部
合
気
道
会

創
設
三
五
年

一
九
六
八
年	

青
山
学
院
合
気
道
部
。

一
九
七
六
年	

浦
和
合
気
会
入
会
。

一
九
八
一
年	

初
段
。

一
九
八
三
年	

大
宮
道
場
市
塚
勇
師
範
指
導
下
、

久
喜
合
気
道
同
好
会
発
足
。

一
九
八
八
年	

久
喜
合
気
道
同
好
会
会
長
。

二
〇
〇
三
年	

山
田
恒
夫
師
範
の
後
を
受
け
、

東
京
理
科
大
学
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス

合
気
道
部
の
早
朝
稽
古
開
始
。

二
〇
〇
七
年	

六
段
位
。

二
〇
一
五
年	

久
喜
合
気
道
同
好
会
審
査
長
。

二
〇
二
〇
年	

久
喜
合
気
道
同
好
会
会
長
を
退
任

し
顧
問
。

●	

道
場
指
導
方
針

型
に
捉
わ
れ
ず
多
く
の
技
を
学
ぶ
た
め
複
数
の

本
部
師
範
を
招
い
て
講
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
体
力
に
合
わ
せ
た
受
け
身
を
し
っ
か
り
行
う

事
で
体
力
作
り
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
養
い
近
年
、

年
齢
層
が
上
が
っ
て
い
る
会
員
に
長
く
継
続
出
来
る

身
体
作
り
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

稽
古
状
況
は
通
常
週
三
回
の
稽
古
を
行
っ
て
お
り

ま
し
た
が
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
よ
っ
て
週
一
回

に
な
っ
て
い
ま
す
。
稽
古
方
法
は
利
用
施
設
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

マ
ス
ク
着
用
は
厳
守
。
稽
古
の
前
後
や
技
の
切
り

替
え
時
、
マ
ス
ク
に
触
れ
た
際
は
手
指
の
消
毒
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
稽
古
時
間
の
三
分
の
一

は
準
備
運
動
と
体
捌
き
を
行
い
人
と
の
接
触
を
抑

え
て
い
ま
す
。

久
喜
合
気
道
同
好
会

創
設
三
八
年

関根　章弘（76）

花香　邦夫（68）

佐藤　繁（74）

川合　英統（70）

合気道歴58年　七段位

合気道歴42年　七段位

合気道歴40年　六段位

合気道歴44年　六段位
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一
九
九
〇
年	

鳥
取
県
米
子
合
気
会
入
門
（
中
川

進
師
範
）。

一
九
九
二
年	

東
京
転
勤
で
本
部
道
場
合
気
道

学
校
入
校
。

一
九
九
四
年	

初
段
。

一
九
九
六
年	

弐
段
（
合
気
道
学
校
）
以
降
、
大
澤

勇
人
師
範
の
ご
指
導
を
受
け
る
。

二
〇
〇
二
年	

参
段
（
以
降
は
防
衛
省
／
大
澤

師
範
）。

二
〇
〇
五
年	

川
島
町
同
好
会
で
稽
古
開
始
、
故

大
谷
師
範
か
ら
ご
指
導
を
受
け
る
。

二
〇
〇
六
年	

四
段
。

二
〇
一
三
年	

川
島
町
同
好
会
で
稽
古
指
導
を
担
当
。

二
〇
一
四
年	

五
段
。

二
〇
二
〇
年	

六
段
。

●	

道
場
指
導
方
針

道
場
創
始
者
の
故
大
谷
一
枝
師
範
の
教
え
を
基
に
、

「
継
続
は
力
な
り
」
を
信
条
と
し
て
、
一
歩
一
歩

前
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
標
に
、
和
気
あ
い
あ
い
と

日
常
生
活
に
活
か
せ
る
合
気
道
を
目
指
し
て
稽
古

し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

指
導
者
が
障
害
者
福
祉
事
業
所
で
施
設
長
を
し
て

い
る
関
係
上
、
勤
務
先
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
予
防
の

た
め
、
現
在
は
や
む
な
く
稽
古
を
控
え
て
い
ま
す
。

今
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
コ
ロ
ナ
が
落
ち

着
け
ば
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
な
が
ら
で
も
稽
古
を

再
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

川
島
町
合
気
道
同
好
会

創
設
一
七
年

一
九
六
八
年	

一
九
歳
の
時
、
福
岡
で
友
人
に

誘
わ
れ
て
合
気
道
を
始
め
る
。

一
九
七
一
年	

就
職
の
た
め
埼
玉
へ
。
行
田
、

熊
谷
近
郊
に
合
気
道
の
道
場
が
な
く

約
一
〇
年
間
空
白
。

一
九
八
〇
年	

合
気
会
厳
武
館(

吉
田
政
雄
先
生)

に
入
門
。

二
〇
〇
二
年	

熊
谷
合
気
研
究
会
を
開
設
す
る
。

二
〇
〇
六
年	
合
気
道
川
越
道
場	

島
田
五
郎
先
生

に
親
交
を
戴
く
。

二
〇
〇
七
年	
行
田
教
室
と
羽
生
教
室
を
開
設
す
る
。

二
〇
一
二
年	

親
子
合
気
道
教
室
開
設
。

二
〇
一
五
年	

六
段
允
可
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

	

・	

痛
め
な
い
稽
古
／
稽
古
は
、
強
引
な
力
で
技
を

か
け
な
い
。
関
節
技
は
関
節
の
仕
組
み
を
理
解

し
制
す
る
こ
と
を
稽
古
す
る
。

	

・	

楽
し
い
稽
古
／
各
自
習
得
の
目
標
を
持
っ
て
稽
古
す
る
。

常
に
“
目
標
を
設
定
す
る
、
目
標
を
達
成
す
る
”
を

繰
り
返
す
こ
と
で
稽
古
を
楽
し
く
す
る
。
段
級
の
上
下

を
厭
わ
ず
相
手
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
参
考
に
す
る
。

	

・	

稽
古
の
時
は
自
分
の
課
題
を
持
っ
て
く
る
こ
と
。

／
課
題
を
意
識
す
る
こ
と
で
自
分
の
問
題
点
を

認
識
し
修
正
す
る
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

令
和
二
年
三
月
中
旬
、稽
古
休
止
す
る
。
六
月
初
め
、

コ
ロ
ナ
が
小
康
状
態
に
な
っ
た
の
で
、
マ
ス
ク
・

手
袋
を
着
用
し
稽
古
再
開
す
る
。
六
月
中
旬
、
再

び
コ
ロ
ナ
が
再
流
行
の
兆
し
が
見
え
た
た
め
再
度

休
止
す
る
。

熊
谷
合
気
研
究
会

創
設
一
九
年

東
京
商
船
大
学
合
気
道
部
に
て
岩
切
光
作
師
範（
現

坂
戸
合
気
会
師
範
）に
師
事
。J
F
E
商
事
に
勤
務
。

一
九
九
二
年	

赴
任
地
の
マ
ニ
ラ
に
て
「
フ
ィ
リ

ピ
ン
合
気
会
」
創
設
に
貢
献
。

二
〇
〇
一
年	

コ
ロ
ン
ボ
に
て
「
ス
リ
ラ
ン
カ
合

気
会
」
を
創
設
。
本
部
指
導
員
を

招
聘
し
た
指
導
や
演
武
会
の
開
催

な
ど
、
両
国
に
お
け
る
合
気
道
普

及
に
尽
力
。

二
〇
一
一
年	

「
ス
リ
ラ
ン
カ
に
お
け
る
合
気
道

の
普
及
」
に
よ
り
外
務
大
臣
表
彰

を
受
け
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

不
断
の
稽
古
を
通
し
、
合
気
道
の
根
幹
を
な
す
、

「
争
わ
な
い
心
」、「
和
合
の
精
神
」
を
涵
養
し
、

揺
る
が
な
い
「
不
動
の
精
神
」
を
養
成
す
る
稽
古

を
心
が
け
る
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
三
月
の
緊
急
事
態
宣
言
発
令
に
伴
う

坂
戸
市
施
設
の
休
館
に
よ
り
、
四
カ
月
ほ
ど
稽
古

を
休
止
。
稽
古
再
開
に
あ
た
り
、
本
部
道
場
の

「
お
知
ら
せ
」
を
確
認
の
上
、
埼
玉
県
合
気
道
連

盟
へ
団
体
活
動
再
開
連
絡
を
提
出
。
稽
古
は
マ
ス

ク
着
用
に
て
、
換
気
・
消
毒
・
三
密
回
避
に
留
意

し
、
入
身
・
転
換
や
体
捌
き
（
徒
手
、
木
刀
・
杖
）

な
ど
を
主
に
、
接
触
を
少
な
く
し
た
稽
古
を
行
う
。

二
〇
二
一
年
一
月
の
緊
急
事
態
宣
言
再
発
令
と

坂
戸
市
施
設
の
再
休
館
に
よ
り
、
現
在
は
稽
古
を

休
止
中
。

坂
戸
合
気
会

創
設
四
五
年

一
九
九
二
年	

社
会
人
と
な
り
三
年
目
、
心
と
身
体

	

を
鍛
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、

合
気
道
修
練
道
場
自
然
館
に
入
会
。

以
後
二
八
年
、初
代
吾
妻
久
朝
館
長
、

二
代
目
吾
妻
正
義
館
長
の
も
と
、

毎
週
稽
古
に
励
げ
む
。

二
〇
一
〇
年	

狭
山
市
合
気
道
教
室
を
前
代
表

大
平
四
段
よ
り
バ
ト
ン
を
受
け
指
導

を
始
め
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

合
気
道
は
試
合
形
式
を
と
ら
な
い
稽
古
法
に
よ
っ
て
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、

そ
こ
か
ら
相
手
へ
の
労
り
や
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
育
ん
で
行
く
こ
と
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
一
年
二
月
現
在
、
狭
山
市
総
合
体
育
館
が

使
用
で
き
ず
、
稽
古
は
中
断
し
て
い
ま
す
。
昨
年

末
ま
で
は
、
マ
ス
ク
を
着
用
の
う
え
、
稽
古
前
後

に
は
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
手
だ
け
で
な
く
、
清
掃

時
に
柔
道
場
畳
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。
稽
古
自
体

は
杖
を
飛
び
越
え
て
の
前
受
け
身
や
開
祖
の
道
歌

を
皆
で
唱
え
る
な
ど
接
触
稽
古
を
抑
え
て
実
施
し

て
い
ま
す
。昨
年
末
に
は
自
然
館
吾
妻
館
長
の
も
と
、

一
〇
数
名
の
子
供
達
が
日
頃
の
稽
古
の
成
果
を

発
揮
し
、
昇
級
審
査
を
受
審
、
そ
れ
ぞ
れ
昇
級

を
果
た
し
ま
し
た
。

狭
山
市
合
気
道
教
室

創
設
三
一
年

富岡　太郎（63）

古木　得生（72）

米ノ井　正（72）

小林　大蔵（54）

合気道歴30年　六段位

合気道歴53年　六段位

合気道歴54年　七段位

合気道歴28年　四段位
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二
〇
〇
四
年	

六
五
才
で
合
気
道
を
始
め
る
。

二
〇
〇
六
年	

J
1
合
気
会
を
山
崎
博
司
氏
と
共
同

で
設
立
、
実
践
合
気
道
を
主
眼
と

し
た
指
導
を
始
め
る
。

二
〇
一
一
年	

四
段
を
取
得
。

●	

道
場
指
導
方
針

実
践
合
気
道
を
主
眼
と
し

	

・	

将
来
、
国
内
外
に
羽
ば
た
く
若
人
が
日
本
人
と

し
て
誇
り
あ
る
武
道
を
身
に
つ
け
る
。

	

・	

女
性
や
子
供
は
合
気
道
の
技
を
身
に
つ
け
防
犯

と
メ
タ
ボ
の
解
消
に
役
立
て
る
。

	

・	

壮
年
者
は
い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
足
腰
と
脳
の

活
性
化
を
図
る
。

	

・	

合
気
道
の
稽
古
を
通
し
て
親
子
、
兄
弟
、
友
人

と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
は
か
り
、
よ
い
家
族
、

友
人
関
係
を
作
る
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

国
や
県
の
方
針
に
従
い
稽
古
は
中
止
し
て
い
ま
す
。

各
自
自
宅
で
エ
ア
ー
合
気
道
が
出
来
る
人
は
す
る

よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。

J
1
合
気
会

創
設
一
五
年

一
九
八
六
年	

故
飯
村
郁
男
師
範
（
合
気
会
本
部

師
範
）
の
指
導
の
下
、
修
行
を

始
め
る
。

一
九
九
三
年	

志
念
会
を
設
立
。

二
〇
〇
五
年	

城
南
合
気
会
の
師
範
代
と
な
る
。

現
在
は
、
知
心
流
古
流
刀
法
を

学
び
、
体
術
と
剣
術
の
術
理
を
探
求

し
て
い
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

術
理
の
研
究
、
心
身
の
鍛
錬
に
励
み
、
呼
吸
を

意
識
し
、
力
ま
ず
、
躰
を
繋
げ
、
自
然
な
動
き
を

目
指
し
、
正
し
い
形
の
合
気
道
を
伝
承
す
る
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態

宣
言
中
は
、
週
二
回
の
ペ
ー
ス
で
リ
モ
ー
ト
稽
古

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
主
に
基
本
の
足
捌
き
動
作

の
実
技
を
行
い
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
使
っ
て
、

呼
吸
と
重
心
を
意
識
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
明

し
た
稽
古
会
と
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
の
八
月
か
ら
は
、
非
接
触
の
稽
古
か
ら
再
開
し

て
、
一
〇
月
以
降
に
は
通
常
稽
古
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、合
気
道
の
稽
古（
リ
モ
ー
ト
稽
古
会
を
含
む
。）

は
、
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

志
念
会

創
設
二
八
年

一
九
八
四
年	

久
喜
合
気
道
同
好
会
入
会
。

二
〇
〇
八
年	

前
大
宮
道
場
長
市
塚
勇
師
範
が
白

岡
合
気
会
の
指
導
を
担
当
。
そ
の

補
助
と
し
て
稽
古
に
参
加
。

二
〇
一
四
年	

公
益
財
団
法
人
合
気
会
よ
り
六
段

位
授
与
。
前
合
気
道
大
宮
道
場
の

市
塚
師
範
が
ご
逝
去
さ
れ
た
後
、

白
岡
合
気
会
の
指
導
を
担
当
。

二
〇
二
〇
年	

久
喜
合
気
道
同
好
会
の
会
長
に

就
任
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

「
相
手
と
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
体
を
捌
く
」「
受
け

を
取
る
に
も
主
体
性
を
持
っ
て
動
く
」「
丹
田
を
中
心

に
求
心
的
に
動
く
」
な
ど
、
合
気
道
の
技
の
稽
古

を
通
じ
て
、
人
間
の
生
き
方
を
考
え
な
が
ら
日
々

の
稽
古
を
行
う
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
毎
週
土
・
日
曜
日
の
早
朝

よ
り
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
は
二
回
、

日
曜
日
は
三
回
と
稽
古
回
数
を
分
け
、
一
回
の
稽
古

参
加
人
数
を
一
〇
名
以
下
に
し
、
マ
ス
ク
着
用
、

技
ご
と
に
手
指
消
毒
を
行
い
な
が
ら
の
稽
古
と
な
り

ま
す
。
不
便
な
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
丁
寧
に

ゆ
っ
く
り
と
行
え
る
た
め
、
合
気
道
の
一
つ
一
つ

の
技
の
動
き
や
相
手
と
の
結
び
を
確
認
し
な
が
ら

稽
古
が
で
き
て
い
ま
す
。

白
岡
合
気
会

創
設
一
五
年

一
九
八
三
年	

川
口
市
主
催
の
「
合
気
道
教
室
」

に
参
加
し
、
合
気
道
を
始
め
る
。

故
藤
田
昌
武
師
範
（
本
部
道
場
）、

島
田
道
男
師
範（
川
口
婦
人
合
気
会
、

川
口
芝
合
気
会
、
新
郷
合
気
会
）

に
師
事
。

二
〇
〇
二
年	

新
郷
合
気
会
（
会
長
遠
藤
美
津
子
）

の
設
立
に
尽
力
。

二
〇
一
三
年	

新
郷
合
気
会
の
師
範
と
な
り
現
在

に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

当
会
で
は
、
基
本
に
重
き
を
置
い
て
稽
古
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
徒
手
の
み
な
ら
ず
、
剣
や
杖
の
型

や
基
本
動
作
も
繰
り
返
し
行
っ
て
い
ま
す
。

基
本
技
に
加
え
、
応
用
技
や
多
人
数
掛
け
・
武
器
技

な
ど
も
稽
古
し
、
基
本
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

幅
広
い
技
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

令
和
二
年
三
月
、
道
場
（
川
口
市
立
榛
松
中
学
校

の
武
道
館
）
の
使
用
が
禁
止
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
二
年
七
月
、
非
接
触
型
の
稽
古
を
開
始
し
ま

し
た
。
令
和
二
年
八
月
、
相
対
で
の
稽
古
を
開
始

し
ま
し
た
。
令
和
二
年
九
月
末
、
昇
級
審
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
令
和
二
年
一
〇
月
以
降
、
従
来
の

通
常
稽
古
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

※
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、（
公
財
）
合
気
会
及
び

川
口
市
の
指
針
に
則
り
、
マ
ス
ク
着
用
・
稽
古
前

の
検
温
・
手
指
の
消
毒
・
道
場
内
の
消
毒
等
を
徹
底

し
た
う
え
で
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
郷
合
気
会

創
設
一
九
年

鍋島　信也（81）

関根　進緑（53）

櫻井　建夫（58）

大久保　章（63）

合気道歴17年　四段位

合気道歴35年　六段位

合気道歴37年　六段位

合気道歴38年　六段位

10 コロナ禍での稽古は2021年1月現在の状況です。



一
九
八
五
年	

新
所
沢
地
区
で
、
小
さ
な
事
件
が

あ
り
自
治
会
の
会
長
会
議
で
相
談

し
、
合
気
道
を
普
及
し
た
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

一
九
八
七
年	

私
の
畏
友
・
針
す
な
お
八
段
に
毎
週

日
曜
日
に
稽
古
を
依
頼
。

一
九
九
〇
年	

市
民
体
育
館
柔
道
場
で
稽
古
を
開
始
。

一
九
九
三
年	

新
設
の
市
民
武
道
館
で
稽
古
が

始
ま
り
現
在
に
至
る
。
一
方
、

指
導
は
針
師
範
の
下
で
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
御
手
洗
温
麿
七
段
が
、

加
わ
り
強
力
な
陣
営
に
な
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

和
気
：
参
加
す
る
す
べ
て
の
方
が
心
地
よ
く
自
分

を
発
揮
で
き
る
。

合
気
：
他
者
を
尊
重
し
、
相
手
の
力
を
存
分
に

発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

烈
気
：
武
道
の
厳
し
さ
を
根
底
に
持
つ
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

稽
古
場
所
が
所
沢
市
民
武
道
館
と
小
学
校
体
育
館
の

た
め
稽
古
は
中
止
で
し
た
。
現
在
は
市
の
定
め
る

使
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
、
合
気
会
が
定
め
る
稽
古

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵
守
し
て
稽
古
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
稽
古
前
の
検
温
、
体
調
確
認
、
手
指

の
消
毒
、
稽
古
中
も
含
め
マ
ス
ク
の
常
時
着
用
、

稽
古
後
の
手
指
・
道
場
内
消
毒
と
速
や
か
な
解
散
等

で
す
。
稽
古
再
開
当
初
は
非
接
触
の
稽
古
、
木
刀
・

杖
の
単
独
動
作
か
ら
始
め
て
、
現
在
ま
で
感
染
者

発
生
が
無
い
た
め
、
今
は
相
手
を
変
え
ず
に
稽
古
を

行
い
、
日
曜
は
二
〇
名
前
後
の
参
加
で
す
。

新
所
沢
合
氣
道
同
好
会

創
設
三
四
年

一
九
七
五
年	

か
ね
て
よ
り
武
道
に
関
心
が
あ
っ
て
、

当
時
居
住
地
近
く
の
道
場
を
訪
ね
た

の
が
合
気
道
と
の
出
会
い
。

一
九
八
五
年	

東
京
都
江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
の
友
好
演
武
大
会
で
本
部

道
場	

西
尾
昭
二
師
範	

の
演
武
を
拝

見
し
、
そ
の
俊
敏
な
体
捌
に
感
動

し
て
以
降
、
先
生
の
稽
古
に
参
加
、

公
私
に
渡
っ
て
指
導
を
い
た
だ
く
。

一
九
九
八
年	
西
尾
先
生
の
お
許
し
を
得
て
草
加
市

に
道
場
を
開
き
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

ケ
ガ
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
稽
古
を
最
優
先
と
し
て

本
部
の
審
査
技
を
基
本
に
「
許
す
武
道
」
と
し
て
の

合
気
道
を
探
求
し
て
い
ま
す
。
合
気
道
修
業
を

通
じ
自
己
を
律
し
他
を
思
い
や
り
数
多
く
許
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
に
有
用
な
人
材
の
育
成
に
努
め
て

い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

道
場
は
、
公
民
館
や
中
学
校
体
育
館
な
ど
の
公
共

施
設
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣
言

発
出
中
は
、
施
設
が
使
用
出
来
ず
稽
古
は
お
休
み

で
し
た
。
解
除
後
の
稽
古
は
、
感
染
防
止
対
策
を

徹
底
し
、
当
初
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

取
り
な
が
ら
当
身
、
木
剣
の
素
振
り
、
型
の
一
人

稽
古
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
様
子
を
見
な
が
ら
、

受
け
と
の
距
離
が
近
過
ぎ
な
い
間
合
い
を
取
っ
た

稽
古
や
接
触
時
間
を
短
く
し
た
相
対
稽
古
を
行
い

ま
し
た
。
再
び
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
稽
古

は
再
々
度
の
お
休
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

草
加
合
氣
道
研
究
会

創
設
二
三
年

一
九
六
二
年	

明
治
大
学
入
し
て
、
現
在
は
小
林

道
場
総
師
範
を
し
て
お
ら
れ
る
小
林

康
雄
先
生
が
監
督
の
合
気
道
部
に

入
部
。
夏
休
み
等
に
は
本
部
道
場

で
吉
祥
丸
先
生
は
じ
め
山
口
先
生
、

有
川
先
生
に
指
導
を
受
け
る
。

一
九
六
五
年	

大
塚
道
場（
明
道
館
）で
西
尾
先
生
、

奥
村
先
生
の
指
導
を
受
け
る
。

一
九
七
〇
年	

川
口
合
気
会
が
発
足
し
て
か
ら
は

藤
田
先
生
の
指
導
を
受
け
る
。

一
九
九
四
年	

西
川
口
合
気
道
ク
ラ
ブ
が
発
足
し

指
導
を
行
い
、
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

基
礎
、
基
本
の
技
を
中
心
に
個
人
の
レ
ベ
ル
に

合
わ
せ
て
楽
し
み
な
が
ら
稽
古
を
行
な
い
、
心
身

の
鍛
錬
及
び
健
康
の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
合
気
道

を
自
ら
の
生
活
の
中
に
生
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

子
供
教
室
で
は
加
え
て
挨
拶
、
礼
儀
も
指
導
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

感
染
拡
大
に
よ
り
三
月
か
ら
稽
古
を
休
み
、
施
設

（
川
口
市
武
道
館
）
使
用
可
能
と
な
る
も
感
染
状
況

を
考
慮
し
て
八
月
ま
で
稽
古
は
休
み
と
し
ま
し
た
。

九
月
よ
り
稽
古
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
急
激
な
感
染

拡
大
を
鑑
み
一
二
月
よ
り
再
度
稽
古
を
休
ん
で
お
り

ま
す
。
九
月
か
ら
の
再
開
に
当
た
っ
て
は
、
手
指

の
消
毒
、
検
温
を
実
施
し
、
マ
ス
ク
着
用
で
蜜
を

避
け
（
一
人
当
た
り
五
～
六
畳
）
稽
古
。
九
月
は

完
全
非
接
触
、
一
〇
月
は
相
手
を
変
え
ず
、
一
一
月

か
ら
相
手
を
変
え
て
稽
古
し
て
お
り
ま
し
た
。

西
川
口
合
気
道
ク
ラ
ブ

創
設
二
七
年

一
九
八
三
年	

駒
沢
大
学
入
学
と
共
に
合
気
道
部

に
入
部
。
大
学
卒
業
後
も
合
気
道

は
継
続
、
途
中
、
仕
事
の
関
係
で
、

疎
遠
に
な
る
時
期
も
あ
っ
た
。

一
九
九
四
年	

故
・
萩
谷
福
太
郎
先
生
（
指
導
者

兼
会
長
・
合
気
道
六
段
）
に
よ
り
、

蓮
田
合
気
会
創
設
。

二
〇
〇
三
年	

本
部
道
場
指
導
部
の
佐
々
木
貞
樹

師
範
の
ご
指
導
を
仰
ぐ
。

二
〇
二
〇
年
～	

蓮
田
合
気
会
の
代
表
。

●	

道
場
指
導
方
針

『
合
気
道
は
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
合
っ
て
稽
古
を

積
み
重
ね
、
心
身
の
鍛
錬
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
』
の
精
神
を
受
け
、
お
子
さ
ん
か
ら
年
配
者

ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢

に
応
じ
た
稽
古
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
稽
古
を

通
じ
て
、
社
会
性
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
育
成
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

蓮
田
市
総
合
体
育
館
パ
ル
シ
ー
の
使
用
制
限
の
下
、

思
っ
た
よ
う
な
稽
古
が
出
来
な
い
の
が
現
状
で
す
。

た
だ
道
場
が
使
用
で
き
る
際
に
は
、
道
場
の
清
掃

（
ア
ル
コ
ー
ル
を
用
い
た
雑
巾
掛
け
）
か
ら
始
ま
り
、

準
備
体
操
、
基
本
的
動
作
、
受
け
身
等
を
行
っ
た
上
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
確
保
の
見
地
か
ら
、

杖
を
用
い
た
稽
古
（
組
み
杖
、
杖
取
り
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。
不
完
全
燃
焼
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
は

『
基
本
に
立
ち
返
る
』
の
気
持
ち
で
、
出
来
る
こ
と
を

行
う
し
か
な
い
と
考
え
稽
古
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

蓮
田
合
気
会

創
設
二
七
年

山上　三一（89）

中道　一也（73）

松村　義信（77）

田中嶋　暢久（57）

合気道歴36年　四段位

合気道歴46年　七段位

合気道歴59年　六段位

合気道歴38年　四段位

11



一
九
七
〇
年	

合
気
道
川
越
道
場
入
門
。

一
九
七
二
年	

初
段　

本
部
道
場　

栗
田
師
範
の

審
査
。

一
九
七
四
年	

二
段　

佐
々
木
師
範
の
審
査
。

一
九
七
八
年	

三
段　

佐
々
木
師
範
の
審
査
。

一
九
八
三
年	

四
段　

佐
々
木
師
範
の
審
査
。

一
九
八
八
年	

五
段　

島
田
師
範
よ
り
推
薦
。

一
九
九
四
年	

六
段　

島
田
師
範
よ
り
推
薦
。

一
九
九
五
年	

川
越
道
場
島
田
師
範
の
推
薦
に
よ
り

指
導
者
名
簿
に
登
録
。

二
〇
二
一
年	

七
段　

島
田
師
範
よ
り
推
薦
。

二
〇
一
六
年	

東
松
山
合
気
道
ク
ラ
ブ	

晴
和
会
を

設
立
し
現
在
に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

「
合
気
道
を
通
じ
開
祖
の
教
え
を
守
り
健
全
な
る

精
神
と
肉
体
を
養
う
。」
の
言
葉
を
重
視
し
一
人

ひ
と
り
の
性
格
、
ま
た
は
稽
古
を
通
し
て
互
い
に

相
手
を
思
い
や
る
心(

怪
我
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い)

と
自
分
に
打
ち
勝
つ
心(

自
分
か
ら
楽
し
く

動
く)

と
い
う
精
神
と
肉
体
を
育
て
る
事
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
拡
大
し
て
い
る
た
め
、

現
在
は
全
員
マ
ス
ク
を
使
用
し
、
直
接
相
手
の
手

に
触
れ
な
い
よ
う
手
袋
や
短
刀
を
使
用
し
て
い
る
。

相
手
と
の
間
隔
に
気
を
配
り
、
二
メ
ー
ト
ル
以
上

の
間
を
お
き
、
普
段
よ
り
か
か
り
稽
古
を
多
く

取
り
入
れ
て
い
る
。
稽
古
の
出
欠
席
に
つ
い
て
も
、

親
子
さ
ん
の
判
断
に
お
任
せ
し
て
い
る
。

東
松
山
合
気
道
ク
ラ
ブ

創
設
五
年

一
九
八
〇
年	

早
稲
田
大
学
入
学
と
同
時
に
合
気
道

会
に
入
会
し
多
田
宏
師
範
に
師
事
。

幹
部
時
は
主
将
、
卒
業
時
弐
段
。

卒
業
後
、
里
見
八
顕
会
（
野
本
純

師
範
）
を
中
心
に
稽
古
を
継
続
。

二
〇
〇
八
年	

里
見
八
顕
会
グ
ル
ー
プ
道
場
と
し
て

ビ
タ
ー
ス
合
気
道
ク
ラ
ブ
立
ち

上
げ
。

二
〇
一
二
年	
六
段
。稲
門
合
気
倶
楽
部
副
幹
事
長
・

さ
い
た
ま
市
合
気
道
連
盟
理
事
。

●	

道
場
指
導
方
針

当
ク
ラ
ブ
で
は
日
常
生
活
の
な
か
に
取
り
入
れ
る

こ
と
の
で
き
る
呼
吸
法･
体
捌
き･

等
を
重
視
し
、

道
場
で
の
稽
古
に
加
え
て
個
人
稽
古
も
合
わ
せ
て

上
達
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

公
共
施
設
の
閉
鎖
期
間
は	

道
場
の
稽
古
は
中
止
し
、

屋
外
に
て
個
人
で
実
施
可
能
な
内
容
を
中
心
に
、

三
密
を
回
避
し
た
非
接
触
の
稽
古
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
又
、
公
共
施
設
の
再
開
時
は	

合
気
会
・
各

施
設
の
ル
ー
ル
に
則
り
、
非
接
触
の
稽
古
か
ら

段
階
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
コ
ロ
ナ

に
負
け
な
い
よ
う
、
呼
吸
法
・
呼
吸
操
練
を
真
剣

に
行
っ
て
い
ま
す
。

ビ
タ
ー
ス
合
気
道
ク
ラ
ブ創

設
一
三
年

一
九
六
二
年	

大
学
合
気
道
部
に
入
部
し
、
稽
古

開
始
。

一
九
六
七
年	

勤
務
先
の
合
気
道
部
に
所
属
。
退
職

後
の
現
在
も
O
B
部
員
を
継
続
。

一
九
六
九
年	

地
域
の
合
気
道
団
体
の
設
立
に
参
画
。

一
九
七
四
年	

地
域
の
合
気
道
団
体
の
設
立
に
参
画
。

一
九
九
八
年	

日
高
市
合
気
道
同
好
会
を
設
立
。

二
〇
二
一
年	

現
在
は
三
団
体
（
日
高
市
、
東
村

山
市
、
都
庁
）
に
所
属
し
、
稽
古

継
続
中
。

●	

道
場
指
導
方
針

	

・	

無
理
な
く
安
心
（
怪
我
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
。）

	

・	

分
か
り
や
す
く
面
白
い（
探
求
す
る
、工
夫
す
る
。）

	

・	

社
会
体
育（
い
つ
か
ら
で
も
、幾
つ
に
な
っ
て
も
。）

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

	

・	

二
〇
二
〇
年
七
月
か
ら
稽
古
再
開
。
個
人
別
の

マ
ッ
ト
敷
き
。
非
接
触
稽
古
。

	

・	

二
〇
二
〇
年
一
一
月
か
ら
現
在
ま
で
、
畳
・
マ
ッ
ト

を
全
面
敷
き
（
枚
数
は
減
）。
非
接
触
稽
古
。

	
・	

稽
古
時
間
と
参
加
者	

小
・
中
・
高
・
大
人
合
同

で
六
〇
分
間
。
土
・
日
。
一
〇
人
前
後
。

	
・	
感
染
防
止
対
策
と
し
て
、
自
宅
で
検
温
、
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
提
出
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
の
消
毒
（
入
退

館
時
・
設
営
撤
収
時
・
稽
古
中
）、
物
の
消
毒

	

（
畳
マ
ッ
ト
・
用
具
・
器
材
）、
換
気
（
窓
を

常
時
開
放
）、
距
離
確
保
（
畳
三
枚
・
マ
ッ
ト

五
枚
／
人
）、
袴
不
着
用
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
高
市
合
気
道
同
好
会

創
設
二
三
年

一
九
七
〇
年	

二
二
歳
で
想
錬
館
道
場
に
入
門
。

一
九
九
三
年	

合
気
道
普
及
の
た
め
、
地
元
深
谷

市
に
お
い
て
合
気
道
教
室
を
開
催

し
、
教
室
の
修
了
者
を
中
心
に

深
谷
合
気
会
を
結
成
。

二
〇
二
〇
年	

公
益
財
団
法
人
合
気
会
よ
り
七
段

を
允
可
さ
れ
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

深
谷
合
気
会
で
の
稽
古
の
基
本
方
針
は
、
礼
を

重
ん
じ
る
中
で
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
、
か
つ
、

末
永
く
稽
古
を
続
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
る
な
ど
稽
古
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
稽
古
前
後
の
手
指
の

消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
、
換
気
の
徹
底
を
行
う
中
、

で
き
る
だ
け
会
員
同
士
の
接
触
の
少
な
い
棒
術
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
で
き
な
か
っ
た
稽
古
を
中
心
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
更
に
、
稽
古
時
間
を
若
干
短
め
に

す
る
中
、
稽
古
内
容
を
充
実
し
、
令
和
二
年
の

一
二
月
に
は
、
審
査
会
を
行
え
る
ま
で
し
っ
か
り

し
た
稽
古
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

深
谷
合
気
会

創
設
二
八
年

木村　晴治（66）

大北　純一（59）

横内　敏幸（78）

本橋　幸夫（72）

合気道歴51年　七段位

合気道歴41年　六段位

合気道歴59年　七段位

合気道歴50年　七段位

12 コロナ禍での稽古は2021年1月現在の状況です。



一
九
六
一
年	

明
治
大
学
合
気
道
部
入
部
。
小
林

保
雄
師
範
の
下
で
稽
古
。

一
九
七
〇
年	

参
段
、川
口
合
気
会
で
鈴
木
実
師
範
、

藤
田
昌
武
師
範
の
下
で
稽
古
。

一
九
八
二
年	

蕨
合
気
道
会
設
立
。

二
〇
〇
〇
年	

六
段
、
西
尾
昭
二
師
範
、
田
宏
師
範

の
下
で
稽
古
。

二
〇
〇
六
年	

無
為
会
設
立
。

二
〇
〇
八
年
～	

千
代
田
区
合
気
会
、
小
林
道
場
、

養
神
館
板
橋
同
好
会
と
交
流
す
る
。

二
〇
一
二
年	

七
段
、
小
林
保
雄
師
範
に
師
事
。

●	

道
場
指
導
方
針

開
祖
植
芝
盛
平
先
生
の
教
え
に
則
り
、
武
産
合
気

「
和
と
統
一
」
の
理
念
の
も
と
、
稽
古
に
参
加
し
た

全
員
が
「
今
日
の
稽
古
は
楽
し
か
っ
た
。
参
加
し
て

良
か
っ
た
」
と
思
え
る
よ
う
、
怪
我
無
く
楽
し
み
な

が
ら
自
然
に
技
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
指
導
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

マ
ス
ク
を
着
用
し
濃
厚
接
触
を
避
け
て
木
剣
・
杖

主
体
の
組
太
刀
、
組
杖
、
一
三
の
杖
、
二
二
の
杖
、

三
一
の
杖
を
中
心
に
行
う
。
体
術
は
入
り
身
・

転
換
・
回
転
の
基
本
動
作
・
基
本
技
を
行
い
、
受
け

身
は
呼
吸
投
げ
・
自
由
技
を
中
心
に
行
う
。
従
来

は
体
術
中
心
の
稽
古
を
行
っ
て
い
た
が
、
感
染
防
止

徹
底
の
た
め
武
器
技
を
多
数
取
り
入
れ
る
。
初
心
者

は
組
杖
八
本
、
一
三
の
杖
、
中
級
者
は
二
二
の
杖
、

三
一
の
杖
、
太
刀
合
わ
せ
、
組
太
刀
の
稽
古
を
常
時

行
う
。
総
合
武
道
で
あ
る
合
気
道
の
剣
・
杖
・
体
術

を
網
羅
す
る
よ
う
努
め
る
。

無
為
会

創
設
一
五
年

一
九
八
四
年	

蕨
合
気
道
会
に
入
門
。
西
尾
昭
二

先
生
の
指
導
を
受
け
る
。

一
九
九
〇
年
～
二
〇
〇
二
年

	

西
尾
先
生
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ

リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
等
へ
の
指
導
へ

随
行
。
日
本
各
地
の
西
尾
門
下
道
場

の
指
導
に
も
二
〇
〇
四
年
ま
で

随
行
す
る
。

二
〇
〇
六
年	
蕨
合
気
道
会
会
長
に
就
任
し
今
日

に
至
る
。

●	

道
場
指
導
方
針

故
西
尾
昭
二
先
生
の
指
導
方
針
で
あ
る
「
許
す

武
道
―
入
り
身
、
当
て
、
禊
の
剣
」、
三
つ
の
技
術

の
充
分
な
理
解
と
体
得
な
し
に
武
道
と
し
て
の

合
気
道
は
表
現
で
き
な
い
」
と
の
理
念
の
も
と
、

体
術
、
剣
、
杖
、
居
合
の
錬
磨
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

●	

コ
ロ
ナ
禍
で
の
稽
古

二
〇
二
〇
年
一
～
二
月
の
稽
古
は
感
染
対
策
を

十
分
に
し
た
上
で
、
稽
古
相
手
と
の
接
触
を
避
け
て

行
っ
て
き
ま
し
た
。
三
～
五
月
は
蕨
市
教
育
委
員
会

や
市
民
体
育
館
と
も
協
議
の
上
、
稽
古
を
中
止
し

ま
し
た
。
六
月
か
ら
は
、
基
本
的
な
感
染
対
策
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
道
場
で
の
人
数
制
限
、
接
触
を

伴
う
稽
古
は
三
〇
分
以
内
、
感
染
状
況
で
四
〇

分
以
内
等
、
工
夫
を
し
て
稽
古
し
て
き
ま
し
た
。

二
〇
二
一
年
か
ら
は
再
度
中
止
し
て
い
ま
す
。

蕨
合
気
道
会

創
設
三
六
年

合
気
道
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
抜
粋
）

公
益
財
団
法
人
合
気
会

壺内　久充（78）

田中　安彦（76）

合気道歴60年　七段位

合気道歴36年　七段位

■
は
じ
め
に

本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
道
場
・
団
体
活
動
を

継
続
す
る
た
め
で
あ
り
、
稽
古
実
施
に
あ

た
っ
て
行
う
べ
き
基
本
的
な
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
策
や
注
意
点

等
を
整
理
し
た
も
の
で
す
。

各
道
場
・
団
体
の
責
任
者
は
、
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
地
域
や
施
設
に
お
け

る
状
況
を
考
慮
し
適
切
な
感
染
拡
大
防
止

策
を
と
り
な
が
ら
稽
古
の
実
施
判
断
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
感
染
拡
大
防
止
の
三
つ
の
柱

合
気
道
に
お
い
て
は
、
下
記
を
感
染
拡
大

防
止
の
三
つ
の
柱
と
し
て
対
応
を
整
え
て

実
施
。

①
稽
古
に
あ
た
り
適
切
な
感
染
予
防
対
策

の
実
施
。

②
各
自
治
体
の
方
針
に
沿
っ
て
感
染
リ
ス

ク
を
抑
制
し
た
段
階
的
な
稽
古
の
実

施
。

③
稽
古
参
加
者
の
把
握
と
感
染
者
発
生
時

の
関
係
者･

機
関
へ
の
適
切
な
連
絡
。

■
稽
古
実
施
時
に
お
け
る
留
意
事
項

稽
古
を
実
施
す
る
際
は
、
下
記
を
遵
守
し

て
く
だ
さ
い
。

①
施
設
利
用
時
は
稽
古
中
も
含
め
、
原
則

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
こ
と
。

②
暑
さ
等
の
負
荷
を
考
慮
し
、
稽
古
中
は

適
宜
休
憩
を
は
さ
み
、
指
導
者
は
水
分

補
給
や
マ
ス
ク
の
着
脱
に
つ
い
て
指
示

を
す
る
こ
と
。

③
指
導
者
は
、
施
設
の
換
気
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
技
ご
と
に
休
憩
を
い
れ
る
、

稽
古
中
の
休
憩
時
間
を
長
め
に
と
る
な

ど
し
て
稽
古
参
加
者
の
呼
気
が
激
し
く

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

④
手
指
消
毒
を
す
る
際
に
使
用
す
る
消
毒

薬
は
、
可
能
な
限
り
ア
ル
コ
ー
ル
（
濃

度
七
〇
％
以
上
九
五
％
以
下
の
エ
タ

ノ
ー
ル
）
を
用
い
、
安
全
に
配
慮
し
て

適
切
な
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
と
る
よ
う
に

す
る
こ
と
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
過

敏
な
方
も
い
る
こ
と
か
ら
、
石
鹸
等
を

用
い
た
「
手
洗
い
」
を
す
る
時
間
を
稽

古
前
後
に
設
け
る
な
ど
配
慮
す
る
こ
と
。

⑤
発
熱
や
軽
度
で
あ
っ
て
も
咳
、
味
覚
、

嗅
覚
障
害
等
の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
人

は
稽
古
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

⑥
指
導
者
は
稽
古
内
容
を
記
録
す
る
と
と
も

に
、
個
人|

青
報
の
取
扱
い
に
十
分
注
意

し
な
が
ら
稽
古
参
加
者
の
連
絡
先
を
把
握

す
る
よ
う
に
努
め
、
利
用
施
設
等
か
ら
参

加
者
連
絡
先
の
提
出
指
示
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
の
要
請
に
従
う
こ
と
。

⑦
参
加
者
の
中
に
罹
患
者
が
発
生
し
た
場

合
は
、
直
ち
に
稽
古
を
中
止
し
、
保
健

所
等
の
機
関
、（
公
財
）
合
気
会
お
よ
び

利
用
施
設
の
責
任
者
に
報
告
す
る
こ
と
。
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■
段
階
的
な
稽
古
内
容
の
目
安

緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
各
自
治
体
か
ら
の

要
請
（
以
下
、
各
自
治
体
か
ら
の
要
請
）

内
容
を
稽
古
実
施
可
否
の
基
準
と
し
、
各

自
治
体
か
ら
の
要
請
が
稽
古
中
止
を
求
め

る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
前
項
の
留
意
事
項

お
よ
び
地
域
や
施
設
に
お
け
る
状
況
を
考

慮
し
た
各
道
場
・
団
体
の
責
任
者
の
判
断

に
基
づ
い
て
、
下
記
の
段
階
的
な
稽
古
の

目
安
に
基
づ
い
た
稽
古
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
段
階
を
上
げ
る
場
合
は
、
一
定

期
間
（
そ
の
団
体
に
お
い
て
二
週
間
、
同

段
階
で
稽
古
を
継
続
し
て
感
染
者
発
生
〇

を
目
安
と
し
ま
す
）
を
経
て
か
ら
徐
々

に
段
階
を
上
げ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
段
階
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

会
員
に
対
し
て
告
知
を
行
う
等
、
会
員
の

心
情
に
十
分
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
う
各
自
治

体
か
ら
の
要
請
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
稽

古
で
利
用
す
る
各
施
設
等
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生
し
た
場
合
は
、

稽
古
を
中
止
し
て
く
だ
さ
い
。
施
設
が
再

度
利
用
可
能
に
な
っ
た
場
合
、
要
求
さ
れ

る
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
レ
ベ
ル
が
上
が

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
施
設
の
方

針
に
沿
い
、
原
則
、
段
階
一
か
ら
稽
古
を

再
開
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
感
染
症
対

策
に
つ
い
て
行
政
等
の
対
応
に
変
化
が
み

ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
指
示
に
し
た
が
っ

て
く
だ
さ
い
。

■
段
階
的
な
稽
古
の
判
断
目
安
（
表
）

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
け
る
感
染
状
況
が
異

な
る
こ
と
か
ら
、
各
自
治
体
の
方
針
に
沿
っ

た
柔
軟
な
対
応
と
、
施
設
の
規
模
等
や
会
員

数
に
応
じ
た
安
全
対
策
が
で
き
る
よ
う
十
分

配
慮
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
稽
古
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
「
稽
古
実
施
時
に
お
け
る
留
意

事
項
」
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

※
段
階
を
あ
げ
る
た
め
に
は
一
定
期
間

（
そ
の
団
体
に
お
い
て
同
段
階
の
稽
古
で

二
週
間
感
染
者
発
生
〇
を
目
安
と
し
ま

す
）
を
経
て
徐
々
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
段
階
の
移
行
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
会

員
に
対
し
て
告
知
を
行
う
等
、
会
員
の
心

情
に
十
分
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ

さ
い
。

※
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
医
療
用

N
95
の
マ
ス
ク
は
酸
素
不
足
な
ど
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
の
で
、
避
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

■
最
後
に

罹
患
は
誰
に
で
も
あ
り
得
る
こ
と
で
す
。

罹
患
を
し
た
本
人
や
家
族
を
差
別
す
る
こ

と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
道
場
内
で
罹
患
者
が
出
て
し

ま
っ
た
場
合
、
差
別
や
退
会
を
求
め
る
よ

う
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
現
在
、
家
庭
内
感
染
も
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
リ
ス
ク
許
容
度
は

人
そ
れ
ぞ
れ
で
不
安
に
思
う
度
合
い
も
人

そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
で
す
か
ら
、
会
員
の
方

に
は
家
族
の
同
意
を
得
て
稽
古
に
参
加
す

る
よ
う
促
し
て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

稽古参加者の中に新型コロナウイルスの陽性者の方が確認された際の対応について (令和 2年 12月 24日公開 )
http://aikikai.or.jp/pdf/2020/COVID19-correspond_jp.pdf

14 コロナ禍での稽古は2021年1月現在の状況です。




